
‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭国語‬ ‭現代の国語‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会生活に必要な国語について理解し適切に使うことができる。‬
‭〇他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。‬
‭〇言葉の持つ価値への認識を深め、言語文化を担う自覚と、国語を尊重‬
‭する態度を養う。‬

‭科目の目標‬ ‭〇実生活に役立つ国語の知識や技能を身に付けることができる。‬
‭〇論理的に考える力や共感する力、想像する力を伸ばし、他者との関わ‬
‭りに活かすことができる。‬
‭〇言葉の価値に気付き、言葉を通して社会と関わる姿勢を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭教科書の作品を読んで興味が沸いたことや、言葉に関連する内容について‬
‭調べてみてください。‬‭調べ学習だけにとどまらず、調べた上で分かったこ‬
‭とや自 分がどのように感じたかを明記してください。‬‭また、自分の言葉‬
‭で表現すること を意識して取り組んでください。参考となる資料をその‬
‭まま使用するのではな く、自分なりにまとめ直したり、どのように感じ‬
‭たかを自分の語彙と言い回しで表現してみてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークもしくは教科書の内容に関連するワークに取り組んでく‬
‭ださ い。‬‭漢字のワーク等は漢字の練習だけにとどまらず、その漢字を使っ‬
‭て文章を作るなどできるだけ実用的な内容に取り組めるとより良いでしょ‬
‭う。‬
‭ワークの中の自由記述や「〇〇の言葉を使って例文を作りなさい。」と‬
‭いった問題では自分で文章を作ることにチャレンジしてください。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに則って取り組んでください。どうしてその内‬
‭容に取り組もうと思ったかを明記してください。‬‭また、作品だけの添付だ‬
‭けではなく、 制作過程やこだわったポイントなどが記載されているとよ‬
‭り良いです。‬
‭作品を 作ってどう感じたか、このマイプロに取り組んだことでどのよう‬
‭な思いを抱いたかを書いてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全6回‬
‭①「こそそめスープ」村田沙耶香‬
‭②「水の東西」山埼正和‬
‭③「無彩の色」港千尋‬
‭④「鍋洗いの日々」村上信夫‬
‭⑤「りんごのほっぺ」渡辺美佐子‬
‭⑥「真の自立とは」鷲田清一‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間6回のレポート提出とメディア視聴6回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭国語‬ ‭言語文化‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭①社会生活に必要な国語について理解し適切に使うことができる。‬
‭②他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。‬
‭③言葉の持つ価値への認識を深め、言語文化を担う自覚と、国語を尊重‬
‭　する態度を養う。‬

‭科目の目標‬ ‭〇生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける。‬
‭〇論理的に考えたり、豊かに想像したりして、自分の思いを他者と伝え‬
‭　合うことができる。‬
‭〇日本の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通して社会と関‬
‭　わろうとする態度を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成に‬

‭向けて‬
‭アドバイス‬

‭1年間で取り組むに相応しい分量‬‭に取り組んでください。‬
‭【調べ学習(テーマ学習)について】‬
‭教科書で扱っている作品の‬‭作者‬‭や‬‭同じ作者の別作品‬‭などについて調べてま‬
‭とめたり、‬‭言語文化(方言、母国語の変遷、表記の移り変わり等)‬‭について‬
‭調べたりすると良いですね。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークが推奨です。その他のワークブックやプリント集などを‬
‭選択する場合も、‬‭教科書と共に届くワークの分量(ページ数)を基本‬‭としま‬
‭す。また、単元や分野を限定したワーク(例:文法事項のワーク等内容が限‬
‭局されたようなワーク)や、下学年適用のワーク(例:学習課題が中学校段階‬
‭の物や、小学校段階の物)など個々の学習段階に応じた内容のワークを選‬
‭んでいただいても構いません。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに則って取り組んでください。‬
‭教科書掲載の物語等を読んだ後に‬‭感想文や感想画、ポスターやパンフ‬
‭レッ‬‭ト‬‭で‬‭表‬‭し‬‭た‬‭り、‬‭そ‬‭の‬‭製‬‭作‬‭過‬‭程‬‭を‬‭動‬‭画‬‭で‬‭ま‬‭と‬‭め‬‭た‬‭り、‬‭自‬‭作‬‭の‬‭小‬‭説‬‭や‬‭詩‬
‭を作成したり‬‭しても良いですね。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭①【現代文編】随筆「さくらさくらさくら」、小説「とんかつ」、‬
‭　短歌・俳句‬
‭②【古文編】「絵仏師良秀」「奥山に、猫またといふものありて」‬

‭「うつくしきもの」‬
‭③【漢文編】訓読の基本、故事成語、漢詩‬
‭④【現代文編】小説「羅生門」、小説「デューク」‬
‭⑤【古文編】伊勢物語「筒井筒」、平家物語「木曽の期」‬
‭⑥【漢文編】論語、史記‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6回のレポート提出とメディア視聴6回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭国語‬ ‭論理国語‬ ‭4‬ ‭2～‬ ‭12‬ ‭12‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭①社会生活に必要な国語について理解し適切に使うことができる。‬
‭②他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。‬
‭③言葉の持つ価値への認識を深め、言語文化を担う自覚と、国語を尊重す‬
‭る態度を養う。‬

‭科目の目標‬ ‭〇生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける。‬
‭〇論理的に考えたり、豊かに想像したりして、自分の思いを他者と伝え合‬
‭うことができる。‬
‭〇日本の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通して社会と関わ‬
‭ろうとする態度を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭1年間で取り組むに相応しい分量‬‭に取り組んでください。‬

‭【調べ学習(テーマ学習)について】‬
‭教科書で扱っている作品の‬‭作者‬‭や‬‭同じ作者の別作品‬‭などについて、調べて‬
‭まとめると良 いですね。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークが推奨です。その他のワークブックやプリント集などを‬
‭選択 する場合も、‬‭教科書と共に届くワークの分量(ページ数)を基本‬‭としま‬
‭す。‬
‭また、単元や分野を限定したワーク(例:文法事項のワーク等 内容が限局さ‬
‭れたようなワーク)や、下学年適用のワーク(例:学習課題が中学校段階の物‬
‭や、小学校 段階の物)など個々の学習段階に応じた内容のワークを選んで‬
‭も構いません。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに則って取り組んでください。教科書掲載の物‬
‭語等を読んだ後に‬‭感想文や感想画、ポスターやパンフレット‬‭で表したり、‬
‭その製作過程を‬‭動画‬‭でまとめたり、自作の‬‭小説や詩を作成したり‬‭しても良‬
‭いですね。‬

‭レポート内容‬ ‭全 １２回‬
‭①「対話とは何か」‬
‭②「少女たちの『ひろしま』」‬
‭③「学ぶことと人間の知恵」‬
‭④「安心について」‬
‭⑤「複数の『わたし』」‬
‭⑥「楽に働くこと、楽しく働くこと」‬
‭⑦「最初のペンギン」‬
‭⑧「物語の外から」‬
‭⑨「鏡としてのアンドロイド」‬
‭⑩「科学的『発見』」‬
‭⑪「もう一つの知性」‬
‭⑫「ホンモノのおカネの作り方」‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 12 回のレポート提出とメディア視聴12回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭国語‬ ‭文学国語‬ ‭2‬ ‭2～‬ ‭12‬ ‭12‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会生活に必要な国語について理解し適切に使うことができる。‬
‭〇他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。‬
‭〇言葉の持つ価値への認識を深め、言語文化を担う自覚と、国語を尊重する態‬
‭度を養う。‬

‭科目の目標‬ ‭〇読書に親しみを持ち、言葉を通して人と関わろうとする姿勢を養う。‬
‭〇深く共感したり豊かに想像する力を伸ばし、他者との関わりの中、自分の思‬
‭いや考えを広く深めていくことができる。‬
‭〇日本の言語文化に対する理解を深めることができる。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭日本の文学作品や作家について調べたり、それに関わる内容について掘り下げ‬
‭てみてください。テーマ設定が難しい場合は、教科書に載っている作品や作家‬
‭を参考にしてください。また、‬‭自分の言葉で表現することを意識して取り組ん‬
‭でください。参考となる資料をそのまま使用するのではなく、自分なりにまと‬
‭め直したり、どのように感じたかを自分の語彙と言い回しで表現してみてくだ‬
‭さ い。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークもしくは教科書の内容に関連するワークに取り組んでくださ‬
‭い。‬‭漢字のワーク等は漢字の練習だけにとどまらず、その漢字を使って文章を‬
‭作るなどできるだけ実用的な内容に取り組めるとより良いでしょう。ワーク中‬
‭の 自由記述問題には特に力を入れて取り組んでください。‬
‭自由記述がないワー クについては、自己採点等を行う際に学習した内容に対し‬
‭て、どこが間違っていたのか後から見返した際に分かりやすいよう工夫できる‬
‭と良いでしょう。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに則って取り組んでください。どうしてその内容に‬
‭取り組もうと思ったかを具体的に書いてください。‬
‭また、作品だけの添付だけではなく、制作過程やこだわったポイントなどが記‬
‭載されているとより良いです。‬‭作品を作ってどう感じたか、このマイプロに取‬
‭り組んだことでどのような思いを抱いたかを書いてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全12回‬
‭①『雨月物語』木内昇‬
‭②『山月記』前編 中島敦‬
‭③『山月記』後編 中島敦‬
‭④『言葉を生きる』若松英輔‬
‭⑤『永訣の朝』宮澤賢治‬
‭⑥『こころ』前編 夏目漱石‬
‭⑦『こころ』後編 夏目漱石‬
‭⑧『文学のふるさと』坂口安吾‬
‭⑨『鞄』安部公房‬
‭⑩『小諸なる古城のほとり』島崎藤村 「金剛の露」俳句抄‬
‭⑪『空っぽの瓶』多和田葉子 訳 松永美穂‬
‭⑫『葉桜と魔笛』太宰治‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間12回のレポート提出とメディア視聴12回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭国語科‬ ‭古典探究‬ ‭4‬ ‭2～‬ ‭12‬ ‭12‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会生活に必要な国語について理解し適切に使うことができる。‬
‭〇他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。‬
‭〇言葉の持つ価値への認識を深め、言語文化を担う自覚と、国語を尊重する 態‬
‭度を養う。‬

‭科目の目標‬ ‭〇古典に親しみ、将来にわたって主体的に古典を味わう基礎を培う。‬
‭〇言語文化の変遷について理解を深め、現代の言葉との相違点・類似点を学ぶ。‬
‭〇古典の多様な世界に触れ、古人のものの見方や感じ方、考え方を知ることで、‬
‭現代に生きる自己の内面を見つめ、考えを深めたり広げたりする。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭1年間で取り組むに相応しい分量‬‭に取り組んでください。‬

‭【調べ学習(テーマ学習)について】‬
‭教科書で扱っている作品の作者や同じ作者の別作品などについて自分なりにまと‬
‭めたり、言語文化（方言、母国語の変遷、表記や言葉の意味の移り変わり等）に‬
‭ついて調べたりすると良いですね。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークが推奨です。その他のワークブックやプリント集、問題集など‬
‭を選択する場合も、教科書と共に届くワークの分量(ページ数)を基本とします。‬
‭また、単元や分野を限定したワーク例：文法事項のワーク等 内容が限局さ れた‬
‭ようなワーク)や、下学年適用のワーク(例:学習課題が中学校段階の物な ど)、大‬
‭学受験を目指す生徒は受験用の問題集など、個々の学習段階に応じた内容を選ん‬
‭でも構いません。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに則って取り組んでください。教科書掲載の物語等を‬
‭読んだ後に感想文や感想画、ポスターやパンフレットで表したり、その製作過程‬
‭を動画でまとめたり、自作の古文での小説や日記や随筆、和歌、漢詩などを作成‬
‭したりしても良いですね。‬

‭レポート内容‬ ‭全12回‬
‭①‬‭説話に親しむ‬
‭②随筆を読む‬
‭③作り物語を読む‬
‭④日記を読む‬
‭⑤近世文学の世界‬
‭⑥随筆を味わう‬
‭⑦歌物語を楽しむ‬
‭⑧作り物語を味わう‬
‭⑨唐詩と文‬
‭⓾中国の知恵 ⑪小話を読む‬‭⑫中国の思想‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間12回のレポート提出とメディア視聴12回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭地理歴史‬ ‭地理総合‬ ‭２‬ ‭１～‬ ‭６‬ ‭６‬ ‭１‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会の見方・考え方を役立てながら、諸問題の追究や解決に向けた‬
‭　活動を通して、グローバル化する国際社会へ広い関心を持つ。‬
‭〇主体的に民主的な国家と社会をつくる者に必要な資質・能力を‬
‭　育成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇地球規模の自然事象、社会・経済システムを理解する。‬
‭〇地域、国家的及び国際的な課題解決を考える。‬
‭〇地図や地理情報システムを扱い調査や考察を行えるようになる。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭日本や世界に目を向け‬‭、テーマを設定してみましょう。地域や環境によって‬
‭生‬‭活‬‭や‬ ‭文‬‭化‬‭は‬‭異‬‭な‬‭り‬‭ま‬‭す。‬‭同‬‭じ‬‭テー‬‭マ‬‭で‬‭も、‬‭複‬‭数‬‭の‬‭地‬‭域‬‭を‬‭比‬‭べ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭よ‬‭り‬
‭理解を深める ことができます。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワーク‬‭を推奨します。‬
‭市販のワークを選ぶときは、必ず最後まで内容を見てから決めましょう。‬
‭短答式・ 選択式問題だけではなく記述式問題にも取り組みましょう。‬
‭自己採点を行い解きなおしもしましょう。‬

‭【作品について】‬
‭作成した経緯や解説‬‭をつけましょう。‬‭自分の言葉で説明することが大切です。‬
‭その作品から学んだことや考えたこともまとめましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全６回‬
‭① 地理や地理情報システムで捉える現代世界‬
‭② 国際理解と国際協力(人々の生活文化と多様な地球的環境)前半‬
‭③ 国際理解と国際協力(人々の生活文化と多様な地球的環境)後半‬
‭④ 国際理解と国際協力(様々な地球的課題と国際協力)前半‬
‭⑤ 国際理解と国際協力(様々な地球的課題と国際協力)後半‬
‭⑥ 持続可能な地域づくりと私たち‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります。‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭地理歴史‬ ‭地理探究‬ ‭3‬ ‭1～‬ ‭9‬ ‭9‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会の見方・考え方を役立てながら、諸問題の追究や解決に向けた‬
‭　活動を通して、グローバル化する国際社会へ広い関心を持つ。‬
‭〇主体的に民主的な国家と社会をつくる者に必要な資質・能力を‬
‭　育成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇地球規模の自然事象、社会・経済システムを理解する。‬
‭〇地域、国家的及び国際的な課題解決を考える。‬
‭〇地図や地理情報システムを扱い調査や考察を行えるようになる。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習(テーマ学習)について】‬
‭日本や世界に目を向け、テーマを設定してみましょう‬‭。‬
‭地域や環境によって生活や文化は異なります。同じテーマでも、複数の‬
‭地域を比べることで より理解を深めることができます。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークを推奨します。‬
‭市販のワークを選ぶときは、必ず最後まで内容を見てから決めましょう。‬
‭短答式・選択式問題だけではなく記述式問題にも取り組みましょう。‬
‭自己 採点を行い、解きなおしもしましょう。‬
‭※注意事項※‬
‭[ データ化できない市販ワークブック または 教科書準拠のワークブックの場合 ]‬
‭科目名・学籍番号・氏名・拠点名を明記した表紙の画像‬‭を必ずアップロード‬

‭し、原本は送付してくだ さい。(原本を送付しても、表紙画像がないと採点され‬
‭ません)‬

‭【作品について】‬
‭作成した経緯や解説をつけましょう。‬‭自分の言葉で説明することが大切で‬
‭す。その作品から学んだことや考えたこともまとめましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全9回‬
‭① 第１編 現代世界の系統地理的考察‬

‭第１章 自然環境（前半）‬
‭② 第１編 現代世界の系統地理的考察‬

‭第１章 自然環境（後半）‬
‭③ 第２章 産業と資源（前半）‬
‭④ 第２章 産業と資源（後半）‬
‭⑤ 第３章 交通・通信、貿易、観光‬
‭⑥ 第４章 人口、村落・都市‬
‭⑦ 第５章 生活文化、民族・宗教‬
‭⑧ 第２編 現代世界の地誌的考察‬

‭第１章 現代世界の地域区分‬
‭第２章 現代世界の諸地域（前半）‬

‭⑨ 第２章 現代世界の諸地域（後半）‬
‭第３編 現代世界と日本の国土像‬
‭第１章 持続可能な国土像の探究‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間９回のレポート提出とメディア視聴９回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬

‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科⽬‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対⾯授業‬ ‭試験‬

‭地理歴史‬ ‭歴史総合‬ ‭２‬ ‭1～‬ ‭６‬ ‭６‬ ‭１‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会の見方・考え方を役立てながら、諸問題の追究や解決に向けた活動を‬
‭通して、グローバル化する国際社会へ広い関心を持つ。‬
‭〇主体的に民主的な国家と社会をつくる者に必要な資質・能力を育成するこ‬
‭とを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭現代的な諸課題につながる近現代の日本と世界の歴史を学びながら、 歴史‬
‭的なものの見方、考え方を身につける‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成に‬

‭向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭近現代史‬‭の中で‬‭興味を持った単語や事柄等‬‭を見つけ、テーマを設定してみましょう。‬
‭時代背景や自分の考えを交えると良いです。‬‭調べた内容に対して自分で考える、自‬
‭分の意見を持つということ‬‭が重要です。‬
‭歴史の「流れ」を意識して、複数の文献を使用して調べ学習をしてみましょう。‬
‭※取り組む前に確認をしたいこと‬
‭テーマ設定段階 ※例 テーマ「産業革命の場合」‬
‭世界史：イギリスの産業革命と日本史：日本での産業革命‬
‭世界史‬‭と‬‭日本史‬‭の‬‭両観点‬‭から調べ学習を行うとより良いでしょう。‬
‭◯ 近現代史以外をテーマにしたい場合‬
‭歴史総合は近現代史が中心ですが、学習の入口として、‬
‭興味のある時代から始めても構いません。‬
‭そのうえで、学びを深めるために、近現代史とのつながりについて‬
‭調べ学習を行いましょう。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書の付属ワーク‬‭を推奨します。市販のワークを選ぶ場合には、歴史総合は近現‬
‭代史の広い範囲になりますので自分が興味をもてる時代に注目してみても良いで‬
‭すね。‬
‭科目の目標につながる ような内容に取り組めると良いでしょう。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。‬
‭また、‬‭どのような経緯で作品を作成したのかの解説‬‭をつけましょう。‬
‭自分の言葉で説明することが大切です。‬‭その作品から学んだことや考えたこともま‬
‭とめてみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全6回‬
‭①結び付く世界と日本の開国について理解する‬
‭②国民国家と明治維新について理解する‬
‭③第一次世界大戦と大衆社会ついて理解する‬
‭④経済危機と第ニ次世界大戦について理解する‬
‭⑤冷戦と世界経済について理解する‬
‭⑥世界秩序の変容と日本ついて理解する‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間６回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭　　　　　　　　　　　　　科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科⽬‬ ‭単位数‬ ‭対象学‬

‭年‬
‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対⾯授業‬ ‭試験‬

‭地理歴史‬ ‭日本史探究‬ ‭３‬ ‭２～‬ ‭９‬ ‭９‬ ‭１‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会の見方・考え方を役立てながら、諸問題の追究や解決に向けた活動‬
‭を通して、グローバル化する国際社会へ広い関心を持つ。‬
‭〇主体的に民主的な国家と社会をつくる者に必要な資質・能力を育成する‬
‭ことを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭｢我が国の歴史の展開について総合的な理解を深め、各時代の展開に関わ‬
‭る概念等を活用して多面的・多角的に考察し、歴史に見られる課題を把‬
‭握し、地域や日本、世界の歴史の関わりを踏まえ、現代の日本の諸課題‬
‭とその展望を探究する力を養うこと｣‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成に‬

‭向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭日本の原始・古代から現代まで‬‭の中で‬‭興味を持った単語や事柄等‬‭を見つ‬
‭け、テーマを設定してみましょう。時代背景や自分の考えを交えると良いです。‬
‭調べた内容に対して自分で考える、自分の意見を持つということ‬‭が重要です。‬‭歴‬
‭史の「流れ」を意識して、複数の文献を使用して調べ学習をしてみましょう。‬
‭※取り組む前に確認をしたいこと‬
‭テーマ設定段階 ※例 テーマ「日本にある世界遺産について」‬
‭建物や場所だけではなく‬‭日本史‬‭の‬‭観点‬‭から調べ学習を行うとより良いでしょう。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書の付属ワーク‬‭を推奨します。市販のワークを選ぶ場合には、科目の目標に‬
‭つながるよう な内容に取り組めると良いでしょう。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。‬
‭また、‬‭どのような経緯で作品を作成したのかの解説‬‭をつけましょう。‬
‭自分の言葉で説明することが大切です。‬‭その作品から学んだことや考えたことも‬
‭まとめてみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全9回‬
‭①縄文、弥生、古墳時代の時代背景や特色について理解する‬
‭②飛鳥、奈良時代の時代背景や特色について理解する‬
‭③平安時代の時代背景や特色について理解する‬
‭④鎌倉時代の時代背景や特色について理解する‬
‭⑤室町時代‬‭の時代背景や特色‬‭について理解する‬
‭⑥安土桃山時代‬‭の時代背景や特色に‬‭ついて理解する‬
‭⑦江戸時代‬‭の時代背景や特色‬‭について理解する‬
‭⑧明治、大正時代‬‭の時代背景や特色‬‭について理解する‬
‭⑨昭和時代‬‭の時代背景や特色‬‭について理解する‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間９回のレポート提出とメディア視聴９回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭　　　科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科⽬‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対⾯授業‬ ‭試験‬

‭地理歴史‬ ‭世界史探究‬ ‭３‬ ‭２～‬ ‭９‬ ‭９‬ ‭１‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会の見方・考え方を役立てながら、諸問題の追究や解決に向けた活動を‬
‭通して、グローバル化する国際社会へ広い関心を持つ。‬
‭〇主体的に民主的な国家と社会をつくる者に必要な資質・能力を育成するこ‬
‭とを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的条件や日‬
‭本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関す‬
‭る‬‭様々‬‭な‬‭情‬‭報‬‭を、‬ ‭適‬‭切‬‭か‬‭つ‬‭効‬‭果‬‭的‬‭に‬‭調‬‭べ、‬‭ま‬‭と‬‭め‬‭る‬‭技‬‭能‬‭を‬‭身‬‭に‬‭付‬‭け‬‭る‬‭よ‬‭う‬
‭にする。‬

‭先生から‬
‭マイプロ作成に‬

‭向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭世界史の原始・古代から現代まで‬‭の中で‬‭興味を持った単語や事柄等‬‭を見つ‬
‭け、テーマを設定してみましょう。‬
‭時代背景や自分の考えを交えると良いです。‬‭調べた内容に対して自分で考える、自‬
‭分の意見を持つということ‬‭が重要です。‬
‭歴史の「流れ」を意識して、複数の文献を使用し て調べ学習をしてみましょう。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書の付属ワーク‬‭を推奨します。市販のワークを選ぶ場合には、科目の目標につ‬
‭ながるよう な内容に取り組めると良いでしょう。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。‬
‭どのような経緯で作品を作成したのかの解説‬‭をつけましょう。‬
‭自分の言葉で説明することが大切です。‬‭その作品から学んだことや考えたこともま‬
‭とめてみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全９回‬
‭①古代文明における農業と気候、古代オリエントの統一について理解する‬
‭②南アジアにおける国家形成、古代帝国の誕生について理解する‬
‭③イスラーム世界の発展と中世ヨーロッパについて理解する‬
‭④中華世界の変容とモンゴル帝国、インド洋海域世界の発展と東南アジアに‬
‭ついて理解する‬
‭⑤ユーラシア諸帝国の繁栄、主権国家体制の形成と地球規模での交易の拡大‬
‭につい て理解する‬
‭⑥一体化していく世界の国民国家と近代社会の形成について理解する‬
‭⑦世界市場の形成とアジア諸国の変容について理解する‬
‭⑧第一次世界大戦の展開と諸地域の変容～第二次世界大戦について理解する‬
‭⑨グローバル化と地球課題について理解する‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間９回のレポート提出とメディア視聴９回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭公民‬ ‭公共‬ ‭2‬ ‭1～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活‬
‭動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平‬
‭和‬‭で‬‭民‬‭主‬‭的‬‭な‬‭国‬‭家‬‭及‬‭び‬‭社‬‭会‬‭の‬‭有‬‭為‬‭な‬‭形‬‭成‬‭者‬‭に‬‭必‬‭要‬‭な‬‭公‬‭民‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬ ‭資‬‭質・‬‭能‬‭力‬‭を‬
‭育成する。‬

‭科目の目標‬ ‭〇現代の諸課題について事実を基に概念などを活用して多面的・多角的 に考察‬
‭したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に‬
‭入れながら構想したことを議論する力を養う。‬
‭〇人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う公民として、自‬
‭国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が‬
‭協力し合うことの大切さについて自覚する。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成に‬

‭向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習(テーマ学習)について】‬
‭「公共」という言葉から考えるというより、‬‭今皆さんの身近に起きてい‬
‭る問題や課題という視点‬‭でテーマ設定していきましょう。‬
‭ニュースなどでよく聞く日本や世界が抱える問題について触れても良い‬
‭でしょう。‬
‭調べた内容に対して自分で考える、自分の意見を持つということが重要‬
‭です。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書の付属ワークを推奨‬‭します。‬
‭市販のワークを選ぶときは、内容を見てから決めましょう。‬
‭(科目の目標につながるようなワーク内容が良いですね)‬

‭※注意事項※‬
‭[ データ化できない市販ワークブック または 教科書準拠のワークブックの場合 ]‬ ‭科目‬
‭名・学籍番・氏名・拠点名を明記した表紙の画像‬‭を必ずアップロードし、原本を送付し‬
‭てください。‬
‭(原本を送付しても、表紙画像がないと採点されません)‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに従って取り組んでください。 現代の社会問‬
‭題に関係するような作品をつくっても良いですね。その作品 についてど‬
‭ういった思いが込められているか解説を加えてください。ま た、実際に‬
‭ボランティアをした体験をまとめたりしてもよいでしょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全6回‬
‭①‬‭第１部 「公共」のとびら‬

‭第１章 公共的な空間をつくる私たち ―社会のなかの自己‬
‭第２章 公共的な空間における人間としての在り方生き方 ―共に生きるため‬

‭の倫理‬
‭第３章 公共的な空間における人間としての在り方生き方 ―私たちの民主的‬

‭な社会‬
‭②‬‭第２部 自立した主体として社会に参画する私たち‬

‭第１章 民主政治と私たち‬
‭③　 第２章 法の働きと私たち‬
‭④ 　第３章 経済社会で生きる私たち‬
‭⑤ 　第３章 経済社会で生きる私たち‬

‭第４章 私たちの職業生活‬
‭⑥ 　第５章 国際社会のなかで生きる私たち‬

‭第３部 持続可能な社会づくりに参画するために‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間６回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬

‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭公民‬ ‭倫理‬ ‭2‬ ‭2～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活‬
‭動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平‬
‭和‬‭で‬‭民‬‭主‬‭的‬‭な‬‭国‬‭家‬‭及‬‭び‬‭社‬‭会‬‭の‬‭有‬‭為‬‭な‬‭形‬‭成‬‭者‬‭に‬‭必‬‭要‬‭な‬‭公‬‭民‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬ ‭資‬‭質・‬‭能‬‭力‬‭を‬
‭育成する。‬

‭科目の目標‬ ‭〇善、正義、義務などの様々な倫理観について理解する。‬
‭〇個性、感情、認知、発達などに着目して様々な人間の‬
‭　心のあり方を理解する。‬
‭〇幸福、愛、徳など様々な人生観について理解する。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭教科書を見ながら‬‭、自分の興味のある事柄について調べてみましょう。‬
‭様々な面から「自分とは？」を考えてみるのもおすすめです。‬
‭倫理は、日常生活において馴染みのない科目だと思います。‬
‭疑問に思ったことについて積極的に調べてみてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書の付属のワーク‬‭を推奨します。‬
‭市販のワークを選ぶときは、最後まで 内容を見てからワークを決めましょう。‬

‭【作品について】‬
‭これからの人生設計図を作ってみたり、自分のこれからについてイメージした‬
‭作品を制作するのも良いでしょう。‬

‭【‬‭体験・実習・実技・実験‬‭】‬
‭校内外の活動の記録やグループワークの記録など体験したことをまとめてみま‬
‭しょう。‬
‭動機や取り組む前の状態、取り組みの内容や結果も記入してみましょう。‬
‭哲学、思考実験なども良いかもしれません。‬

‭レポート内容‬
‭全6回‬
‭①人間の心のあり方‬
‭②さまざまな人生観・倫理観・世界観Ⅰ‬
‭③さまざまな人生観・倫理観・世界観Ⅱ‬
‭④国際社会に生きる日本人としての自覚①‬
‭⑤国際社会に生きる日本人としての自覚②‬
‭⑥現代の諸課題と倫理‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間6回のレポート提出メディア視聴6回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭公民‬ ‭政治・経済‬ ‭2‬ ‭2～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したり‬
‭する活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体‬
‭的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民と‬
‭しての 資質・能力を育成する。‬

‭科目の目標‬ ‭〇民主主義に関する理解を深める。‬
‭〇現代における政治、経済、国際関係などについて自主的に調べる。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭自分の興味のある事柄について調べてみましょう。‬
‭裁判、政治、経済、国際情勢など 「政治」に関することでも「経済」に‬
‭関することでもよいです。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書付属のワークを推奨します。‬
‭市販のワークを選ぶときは、最後まで内容を見てから決めましょう。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに従って取り組むようにしてください。‬
‭また、どのような経緯で作品を作成したのかの解説をつけましょう。‬
‭自分の言葉で説明することが大切です。‬
‭その作品から学んだことや考えたこともまとめてみましょう。‬

‭【体験・実習・実技・実験】‬
‭校内外の活動の記録やグループワークの記録など、体験したことをまと‬
‭めてみましょう。‬
‭裁判や政治、経済活動についてなどと関連しているとなお良いです。‬
‭動機や取り組む前の状態、取り組みの内容や結果も記入してみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭① 民主政治の基本原理 日本国憲法の基本原理‬
‭② 日本の政治機構 現代政治の特質と課題‬
‭③ 現代の資本主義経済 現代経済のしくみ‬
‭④ 日本経済の発展と現状 福祉社会と日本経済の課題‬
‭⑤ 現代日本の諸課題 現代の国際政治‬
‭⑥ 現代の国際経済 国際社会の諸課題‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間6 回のレポート提出とメディア授業 6 回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭数学‬ ‭数学Ⅰ‬ ‭3‬ ‭１～‬ ‭9‬ ‭9‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に表現・‬
‭処‬‭理‬‭し‬‭た‬ ‭り‬‭す‬‭る‬‭技‬‭能‬‭を‬‭身‬‭に‬‭付‬‭け、‬‭数‬‭学‬‭的‬‭な‬‭表‬‭現‬‭を‬‭用‬‭い‬‭て‬‭事‬‭象‬‭を‬‭簡‬‭潔・‬‭明‬
‭瞭・‬‭的‬‭確‬‭に‬‭表‬‭現‬ ‭す‬‭る‬‭力‬‭を‬‭養‬‭い、‬‭数‬‭学‬‭的‬‭に‬‭考‬‭え‬‭る‬‭資‬‭質・‬‭能‬‭力‬‭を‬‭育‬‭成‬‭す‬‭る‬‭こ‬
‭とを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇数と式・図形と計量、二次関数及びデータの分析についての基本的な‬
‭　概念を学ぶ‬
‭〇命題の条件や結論に注目し、数や式を多面的にみたり目的に応じた問‬
‭　題 解決のために考察し判断したりする力を養う‬
‭〇問題に対して粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態‬
‭　度を養う‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成に‬

‭向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習について】‬
‭テーマは、‬‭数の種類や文字式、関数の利用、データの分析、三角比を利‬
‭用した測量、集合論の考え方‬‭などを設定してみると良いでしょう。 日常‬
‭生活にどのように数学的知識・技能が活用されているか、その利便さ に‬
‭ついて考察できると良いですね。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークもしくは教科書の内容（数と式、2次関数、三角比、デ‬
‭ー タの分析、集合と論証）を含むワークに取り組んでください。‬

‭【作品について】‬
‭なぜそのテーマを設定し作品を制作しようと思ったか‬‭とどのような数学‬
‭的知識を活用したのかを記述してください。‬

‭【体験・観察・実験記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子（写真など）があると良いですね。‬
‭数学的要素（図形や式、グラフなど）‬‭を必ず入れるようにしてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 9 回‬
‭①文字と式‬
‭②実数‬
‭③方程式と不等式‬
‭④二次関数とそのグラフ‬
‭⑤二次関数の値の変化‬
‭⑥鋭角の三角比‬
‭⑦三角比の利用‬
‭⑧データの分析‬
‭⑨集合と論証‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 9 回のレポート提出とメディア視聴 9 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭数学‬ ‭数学Ⅱ‬ ‭4‬ ‭2‬ ‭12‬ ‭12‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に表現・‬
‭処理した りする技能を身に付け、数学的な表現を 用いて事象を簡潔・‬
‭明瞭・的確に表現 する力を養い、数学的に考える資質・能力を育成する‬
‭ことを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学‬
‭化したり、数学的に解釈したり、 数学的に表現・処理したりする技能を‬
‭身に付ける。‬
‭〇数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことなどにつ‬
‭いて論理的に考察したり、標平面上の図形について構成要素間の関係に‬
‭着目し、方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり、図形の‬
‭性質を論理的に考察し たり、関数関係に着目し、事象を的確に表現して‬
‭その特徴を数学的に考察したり、関数の局所的な変化に着目し、事象を‬
‭数学的に考察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展‬
‭的に考察したりする力を養う。‬
‭〇数学のよさを認識し数学を活用しようとし、粘り強く柔軟に考え数学‬
‭的論拠に基づいて判断しようとし、問題解決の過程を振り返って考察を‬
‭深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭マイプロの調べ学習のルールに則って取り組むようにしてください。 数‬
‭学にまつわる事柄(数学者や定理など)についてテーマを設定し、それに関‬
‭連する公式や数式についても必ず掘り下げ、‬
‭まとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークもしくは教科書の内容(方程式・式と証明、図形と方程‬
‭式、三角 関数、指数と対数関数、微分と積分)を含むワークに取り組んで‬
‭ください。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。‬
‭どのような数学的要素(定理や式)を用いたのかを必ず記述してください。‬

‭【体験・観察・実験記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子（写真など）があるとよいですね。‬
‭数学的要素（図形や式、グラフなど）を必ず入れるようにしてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 12 回‬
‭①②③　方程式・式と証明‬
‭④⑤　　図形と方程式‬
‭⑥⑦　　三角関数‬
‭⑧⑨　　指数関数と対数関数‬
‭⑩⑪⑫　微分と積分‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 12 回のレポート提出とメディア視聴 12 回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬

‭　　　‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭数学‬ ‭数学 A‬ ‭2‬ ‭１～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に表現・‬
‭処‬‭理‬‭し‬‭た‬ ‭り‬‭す‬‭る‬‭技‬‭能‬‭を‬‭身‬‭に‬‭付‬‭け、‬‭数‬‭学‬‭的‬‭な‬‭表‬‭現‬‭を‬‭用‬‭い‬‭て‬‭事‬‭象‬‭を‬‭簡‬‭潔・‬‭明‬
‭瞭・‬‭的‬‭確‬‭に‬‭表‬‭現‬ ‭す‬‭る‬‭力‬‭を‬‭養‬‭い、‬‭数‬‭学‬‭的‬‭に‬‭考‬‭え‬‭る‬‭資‬‭質・‬‭能‬‭力‬‭を‬‭育‬‭成‬‭す‬‭る‬‭こ‬
‭とを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わりについて理解する‬
‭〇数学史的な話題、数理的なゲームやパズルなどを通して、数学と文化と‬
‭の関わりについての理解を深める‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習について】‬
‭テーマは、図形の性質、さまざまな事象の確率、数学と人間の活動など‬
‭を設定してみると良いでしょう。‬
‭日常生活にどのように数学的知識・技能が活用されているか、その利便‬
‭さについて考察できると良いですね。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワーク‬‭もしくは‬‭教科書の内容（図形の性質、場合の数と確率、‬
‭数学と人間の活動）‬‭を含むワークに取り組んでください。‬

‭【作品について】‬
‭なぜそのテーマを設定し作品を制作しようと思ったか‬‭とどのような数学‬
‭的知識を活用したのかを記述してください。‬

‭【体験・観察・実験記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子（写真など）があるとよいですね。‬
‭数学的要素（図形や式、グラフなど）‬‭を必ず入れるようにしてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭①場合の数と確率１‬
‭②場合の数と確率２‬
‭③図形の性質１‬
‭④図形の性質２‬
‭⑤数学と人間の活動１‬
‭⑥数学と人間の活動２‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間６回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭数学‬ ‭数学 B‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に表現・‬
‭処‬‭理‬‭し‬‭た‬ ‭り‬‭す‬‭る‬‭技‬‭能‬‭を‬‭身‬‭に‬‭付‬‭け、‬‭数‬‭学‬‭的‬‭な‬‭表‬‭現‬‭を‬‭用‬‭い‬‭て‬‭事‬‭象‬‭を‬‭簡‬‭潔・‬‭明‬
‭瞭・的確に表現する力を養い、数学的に考える資質・能力を育成するこ‬
‭とを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理‬
‭解するとともに、数学と社会生活との関わりについて認識を深め、事象を‬
‭数学化したり数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする‬
‭技能を身に付けるようにする。‬
‭〇離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し考察する力、確‬
‭率分 布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり、‬
‭標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力、日常の事象や社会の‬
‭事象を数学化 し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振り返って考‬
‭察したりする力を養う。‬
‭〇数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え‬
‭数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返っ‬
‭て考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を‬
‭養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭マイプロの調べ学習のルールに則って取り組むようにしてください。 数学‬
‭にまつわる事柄(数学者や定理など)についてテーマを設定し、それに関連す‬
‭る公式や数式についても必ず掘り下げまとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークもしくは教科書の内容(数列、統計的な推測、数学と社会‬
‭生活)を含むワークに取り組んでください。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。‬
‭どのような数学的要素(定理や式)を用いたのかを必ず記述してください。‬

‭【体験・観察・実験記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子（写真など）があるとよ いですね。‬

‭数学的要素（図形や式、グラフなど）を必ず入れるようにしてくださ い。‬

‭レポート内容‬ ‭全６回‬
‭①②③ 数列‬
‭④⑤ 統計的な推測‬
‭⑥ 数学と社会生活‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間６回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭理科‬ ‭科学と人間‬
‭生活‬

‭2‬ ‭1 ～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭日常生活や社会との関連を図りながら自然現象への関心を高め、基礎的‬
‭な知識の習得と科学的な見方や考え方を養う‬

‭科目の目標‬ ‭〇科学技術と人間生活の関わりについて学び、科学に興味や関心を持てる‬
‭ようになる‬
‭〇日常生活や社会と関連づけて自然に対する理解や科学技術の発展やその‬
‭役割を理解する。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に 向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭科学と人間生活の内容にまつわるテーマ‬‭を設定してください。‬
‭まとめる事柄については、‬‭テーマにまつわる科学技術と人間生活(生命の‬
‭科学、物質の科学、光や熱の科学、宇宙や地球の科学)‬‭について掘り下げ、‬
‭身近な人間生活と科学技術がどのように関連しているのか科学的な根拠を‬
‭もとに考察しながらまとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワーク‬‭もしくは‬‭高校科学の内容を扱ったワーク‬‭に取り組み、学‬
‭習内容の習得を目指してください。‬

‭【作品について】‬
‭どのような高校科学的要素(生命の科学、物質の科学、光や熱の科学、宇‬
‭宙や地球の科学)を用いたのか‬‭と‬‭科学的な視点からどのように考察したか‬
‭を必ず記述してください。‬

‭【実験・観察について】‬
‭科目に関連した実験等の体験で学んだことを記載してみてください。‬
‭1 動機や仮説‬
‭2 実験・観察‬
‭3 結果・考察‬
‭4 まとめ・感想‬
‭の手順で行ってみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭① 生物と光・微生物とその応用について理解する‬
‭② プラスチックや金属の種類、用途、性質を学び資源の再利用を理解する‬
‭③ 身近な衣料材料の性質、食品中の主な成分について理解する‬
‭④ 光を中心とした電磁波の性質とその利用について理解する‬
‭⑤ 熱の性質、エネルギーの変換と保存、及び有効利用について理解する‬
‭⑥ 太陽や月と人間との関わり、太陽系における地球について理解する‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間６回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭理科‬ ‭物理基礎‬ ‭2‬ ‭1～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭日常生活や社会との関連を図りながら自然現象への関心を高め、基礎的‬
‭な知 識の習得と科学的な見方や考え方を養う‬

‭科目の目標‬ ‭〇物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める‬
‭〇物理基礎の学習を通 して、科学的に探究する力を養う‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に 向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭物理基礎の内容にまつわるテーマ‬‭を設定してください。‬
‭まとめる事柄については、‬‭テーマにまつわる物理現象や法則‬‭について掘り‬
‭下げ、身近な生活や自然とどのように関連しているのか科学的な根拠をも‬
‭とに‬
‭考察しながらまとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワーク‬‭もしくは‬‭高校物理の内容(運動、 力、波、熱、電気)を扱‬
‭ったワーク‬‭に取り組み、学習内容の習得を目指してください。‬

‭【作品について】‬
‭どのような‬‭高校物理学的要素(運動、力、波、熱、電気)‬‭を用いたのかと‬‭物‬
‭理学的な視点からどのように考察したか‬‭を必ず記述してください。‬

‭【実験・観察について】‬
‭自分の興味のある身近なテーマから、実験や観察を行いましょう。‬
‭① 動機や仮説‬
‭②実験・観察‬
‭③ 結果・考察‬
‭④まとめ・感想 の手順で行ってみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭① 直線運動の世界について学ぶ‬
‭② 力と運動の世界について学ぶ‬
‭③ 日常生活に潜む力と仕事とエネルギーについて学ぶ‬
‭④ 熱について学ぶ‬
‭⑤ 波について学ぶ‬
‭⑥ 電気について学ぶ‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴6 回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭理科‬ ‭化学基礎‬ ‭2‬ ‭1～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭日常生活や社会との関連を図りながら自然現象への関心を高め、基礎的‬
‭な 知識の習得と科学的な見方や考え方を養う‬

‭科目の目標‬ ‭〇化学や化学現象についての学習を通して、基本的な知識を身につける‬
‭〇化学基礎の学習を通して、科学的な見方や考え方を養う‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に 向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭化学基礎の内容にまつわるテーマを設定‬‭してください。‬
‭まとめる事柄については、‬‭テーマにまつわる化学現象や原子の構造や電‬
‭子配置等‬‭について掘り下げ、日常生活や社会とどのように関連している‬
‭のか科学的な根拠をもとに考察しながらまとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教‬‭科‬‭書‬‭準‬‭拠‬‭ワー‬‭ク‬‭も‬‭し‬‭く‬‭は‬‭高‬‭校‬‭化‬‭学‬‭の‬‭内‬‭容‬ ‭(物‬‭質‬‭の‬‭成‬‭分‬‭と‬‭構‬‭成‬‭元‬‭素、‬‭原‬
‭子の構造と元素の周期表、化学結合、物質量と化学反応式、酸と塩基、‬
‭酸化還元反応)を扱ったワーク‬‭に取り組み学習内容の習得を目指してく‬
‭ださい。‬

‭【作品について】‬
‭どのような高校化学的要素(物質の成分と構成元素、原子の構造と元素の‬
‭周期表、化学結合、物質量と化学反応式、酸と塩基、酸化還元反応)を用‬
‭いたのか‬‭と‬‭化学的な視点からどのように考察したか‬‭を必ず記述してくだ‬
‭さい。‬

‭【実験・観察】‬
‭自分の興味のある身近なテーマから、実験や観察を行いましょう。‬
‭① 動機や仮説‬
‭②実験・観察‬
‭③ 結果・考察‬
‭④まとめ・感想 の手順で行ってみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭①物質の単体、化合物、混合物について理解する‬
‭②原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解する‬
‭③共有結合を電子配置および金属結合と金属の性質を理解する‬
‭④物質量と粒子数、質量、気体の体積との関係を理解する‬
‭⑤酸と塩基の性質及び中和反応に関与する物質とその量的関係を理解する‬
‭⑥酸化と還元における酸化還元反応と日常生活や社会との関わりを理解す‬

‭る‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴6 回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬

‭　　　‬
‭　　　‬



‭　　　科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭理科‬ ‭生物基礎‬ ‭2‬ ‭１～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭日常生活や社会との関連を図りながら自然現象への関心を高め、基礎的‬
‭な知 識の習得と科学的な見方や考え方を養う‬

‭科目の目標‬ ‭〇生物や生物現象についての学習を通して、基本的な知識を身に付ける‬
‭〇生物基礎の学習を通して、科学的な見方や考え方を養う‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に 向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭生物基礎の内容にまつわるテーマ‬‭を設定してください。‬
‭まとめる事柄については、‬‭テーマにまつわる生物現象や植生、生態系の‬
‭し‬‭く‬ ‭み‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭掘‬‭り‬‭下‬‭げ、‬‭身‬‭近‬‭な‬‭か‬‭ら‬‭だ‬‭や‬‭自‬‭然‬‭と‬‭ど‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭関‬‭連‬‭し‬‭て‬‭い‬
‭るのか科学的な根拠をもとに考察しながらまとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワーク‬‭もしくは‬‭高校生物の内容(光合成と呼吸、DNAの構造と‬
‭機能、恒常性の維持、免疫、植生、生態系)を扱ったワーク‬‭に取り組み、‬
‭学習内容の習得を目指してください。‬

‭【作品等について】‬
‭どのような高校生物学的要素(光合成、呼吸、DNA、恒常性、免疫、植‬
‭生、生態系)を用いたのか‬‭と‬‭生物学的な視点からどのように考察したか‬‭を‬
‭必ず記述 してください。‬

‭【実験・観察について】‬
‭科目に関連した実験等の体験で学んだことを記載してみてください。‬
‭1 動機や仮説‬
‭2 実験・観察‬
‭3 結果・考察‬
‭4 まとめ・感想 の手順で行って みましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭① 生物の多様性と共通点‬
‭② 生物とエネルギー/遺伝情報とＤＮＡ‬
‭③ 遺伝情報とタンパク質の合成/ヒトの体を調節するしくみ‬
‭④ ヒトの体を調整するしくみ/免疫のしくみ‬
‭⑤ 免疫のはたらき/植生と遷移‬
‭⑥ 生態系と生物の多様性‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴6 回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭　　科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭理科‬ ‭地学基礎‬ ‭2‬ ‭1～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭日常生活や社会との関連を図りながら自然現象への関心を高め、‬
‭基礎的な識の習得と科学的な見方や考え方を養う‬

‭科目の目標‬ ‭〇日常生活や社会との関連を意識しながら地球や地球を取り巻く環境に‬
‭ついて学ぶ‬
‭〇地学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を‬
‭養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に 向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭地学基礎の内容にまつわるテーマを設定してください。‬
‭まとめる内容としては、テーマにまつわる‬‭地学の事象(大地、火山活動・‬
‭地震、大気・海洋、宇宙、地層、地球環境)‬‭について掘り下げてくださ‬
‭い。文章の他にも、図などを効果的に用いながら、工夫をして内容をま‬
‭とめてみてください。‬
‭科学的な思考の下、客観性に富んだ形でまとめてみてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠のワーク‬‭もしくは、自身の理解が進むものにおいて、教科書‬
‭の内容‬‭(大地、火山活動・地震、大気・海洋、宇宙、地層、地球環境)‬‭を‬
‭含む ワークに取り組んでみてください。‬

‭【作品等について】‬
‭どのような教科書の内容‬‭(大地、火山活動・地震、大気・海洋、宇宙、‬
‭地層、地球環境)‬‭を用いたのかと地学の視点からどのように考察したか‬
‭を記述して、取り組んでみてください。‬

‭【実験・観察について】‬
‭科目に関連した実験等の体験で学んだことを記載してみてください。‬
‭1 動機や仮説‬
‭2 実験・観察‬
‭3 結果・考察‬
‭4 まとめ・感想 の手順で行っ てみましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭①地球について、プレートの動き、火山の種類、岩石の種類・組織‬
‭②地震のゆれ、地震が起こる場所、大気の構造、地球の熱収支、大気の大‬
‭循環‬
‭③海洋宇宙のはじまり、天の川銀河の特徴、惑星の特徴、太陽‬
‭④堆積物をつくる粒子、地層から読み取れること、地球の歴史‬
‭⑤人類の進化、日本の自然環境、天気図、自然災害‬
‭⑥地球システム、自然環境の変化、気候変動への取り組み‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴 6 回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‬‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭保健体育‬ ‭体育‬ ‭2/3/2‬ ‭全学年‬ ‭2/3/2‬ ‭2/3/2‬ ‭2/3/2‬ ‭1/1/1‬

‭教科の目標 ‭運動や健康に関する課題を発見し、解決に向け学習し、生涯明るく豊かな生活が送れる‬
‭ようにする。‬

‭科目の目標 ‭〇運動の楽しさ、喜びを感じ豊かに継続できるため多様性や 体力の必要性を理解し 技‬
‭能を身につけることができる。‬
‭〇課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考判断し、事故や怪我、仲間の考え‬
‭たことを他者に伝えることができる。‬
‭〇競争や協働を通し、後世に取り組み協力する、責任を果たす、参画する、他者との違‬
‭いを大切にするなど健康安全を確保し、運動に親しむ態度を養うことができる。‬

‭教員から
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス

‭【ワークブックについて】
‭ドライブ内にあるワークに取り組んでください。‬
‭※他のワークを選ぶ際には、ドライブ内にあるワークプリントと同じ量になるようにし‬
‭てください。教科書（現代高等保健体育）の体育編は、ページ数が少ないため、体育‬
‭ワークでの提出はお控えください。‬

‭全ての内容（ワーク1冊分程度）に取り組み、丸つけと解き直しを丁寧に行いましょう。‬
‭自分の力で考えたり、調べたりして解答をしたことが分かるように、解答内容以外にも‬
‭自身の考えや補足を余白に記入しましょう。‬
‭体育ワークプリント（振り返り）の問 2～4 では、ワークプリントに出てきた競技から‬
‭書いてください。種目量・それに対応する記載が適格であるほど評価は高くなります。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】
‭マイプロの調べ学習のルールに則って取り組み、必ず体育やスポーツに関するテーマで‬
‭作成しましょう。様々なデータを活用しながら自身の意見を書きましょう。調べた内容‬
‭から、学んだことや身に着けた知識についてまとめましょう。‬

‭【作品について】
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組み、必ず体育やスポーツに関するテーマで‬
‭作成しましょう。また、どのような経緯で作品を作成したのかの解説をつけましょう。‬
‭その作品から学んだことや考えたこともまとめてみましょう。‬

‭【体験・記録について】‬
‭運動の目的を明確にし、運動計画を立てながら取り組んでください。
‭また、運動した内容について分析しながら自身の考えを書きましょう。‬
‭取り組んだ運動特性を理解し、どのような技能を身に着けることができたのか明記して‬
‭ください。‬

‭レポート内容 ‭全 7 回（1 年次：2 単位①②、2 年次：3 単位③④⑤、3 年次：2 単位⑥⑦）‬
‭① スポーツの発祥と発展
‭② 運動・スポーツの学び方‬
‭③ 豊かなスポーツライフの設計‬
‭④ ゴール型球技（バスケットボール、サッカー）‬
‭⑤ ネット型球技（バレーボール、卓球）‬
‭⑥ ベースボール型球技（ソフトボール）、水泳
‭⑦ 武道（柔道、剣道）、ダンス‬
‭※履修している単位数によってレポートの数は変わります。

‭評価の方法 ‭○スクーリングの参加
‭○試験‬
‭○それぞれ対応したレポート提出とメディア視聴の感想記入
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート
‭教科 ‭科目‬ ‭単位数 ‭対象学年 ‭レポート‬ ‭メディア視聴 ‭対面授業‬ ‭試験

‭保健体育‬ ‭保健‬ ‬ ‬ ‬ ‬ ‬ ‬

‭教科の目標 ‭運動や健康に関する課題を発見し、解決に向け学習し、生涯明るく豊かな生活が送れ
‭るようになる。‬

‭科目の目標 ‭〇個人や社会生活における健康・安全について理解し、知識・技能を身に着ける。
‭〇健康について自他や社会の課題を発見し、合理的・健康的な解決に向け、‬
‭ 思考判断し、目的や状況に応じて他者に伝えることができる。‬
‭〇生涯を通じて自他の健康の保持増進や環境づくりを目指し、明るく豊かな活力‬
‭ ある生活を送れるようにする。‬

‭教員から
‭マイプロ作成

‭に向けて‬
‭アドバイス

‭【ワークブック】
‭教科書準拠ワーク(現代高等保健体育)1冊分に取り組んでください。‬
‭※他のワークに取り組む際は、上記下線部と同量になるように選定しましょう。
‭※すべての内容（ワーク1冊分程度）に取り組み、丸つけと解き直しを丁寧に
‭ 行いましょう。自身で考えたり、調べたりして解答したことが分かるように、
回答内容以外にも自身の考えや補足を余白に記載しましょう。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭調べ学習のルールに則して取り組み、科目特性（教科書参考）に関するテーマで作成‬
‭しましょう。様々なデータを活用しながら、主観的な意見や客観的な意見を記載し、‬
‭調べた内容から学んだことや身についた知識についてまとめましょう。‬
‭※テーマ設定の際には、保健の教科書を参考にして、‬‭「保健」と関連があるテーマ‬‭で‬
‭作成をしましょう。‬

‭【作品制作・技術取得について】‬
‭作品制作・技術取得のルールに則って取り組むようにして下さい。健康や国際理解
‭等、保健の科目特性に準じたテーマを取り扱いましょう。どのような経緯で作品制
‭作・技術取得したのか解説や考察したことをまとめてみましょう。‬

‭【体験・記録について】
‭保健の科目特性に準じたテーマを基に、動機や目的、記録が出るまでの過程や数値を‬
‭記載しましょう。また、工夫したことや今後の展望（主観や客観）も忘れずに記載し‬
‭ましょう。‬

‭レポート内容 ‭

①②現代社会と健康
‭③安全な社会生活‬
‭④生涯を通じる健康
‭⑤⑥健康を支える環境づくり

‭評価の方法 ‭〇スクーリングの参加‬
‭〇単位認定試験‬
‭〇メディア・レポート提出‬
‭〇マイプロの提出（※ルーブリックを基に評価します）
‭※上記要件を全て満たす必要があります‬



‭科⽬⽬標シート‬
‭教科‬ ‭科⽬‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対⾯授業‬ ‭試験‬

‭芸術‬ ‭音楽Ⅰ‬ ‭2‬ ‭１～‬ ‭６‬ ‭６‬ ‭１‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭芸術の幅広い活動を通して、創造的な表現を工夫したり、生活や社会の‬
‭中の芸術や芸術文化と豊かに関わりましょう。‬

‭科⽬の⽬標‬ ‭芸術の幅広い活動を通して創造的な表現を工夫したり、生活や社会の中‬
‭の芸術や芸術文化と豊かに関わりましょう。音楽文化についての理解を‬
‭深め、生涯にわたり音楽を愛好する感性を身につけよう‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭音楽という概念を軸に探求したいテーマを設定してください。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭①なぜそのテーマ(作曲家、楽曲、その他)にしたのか？を詳しく書きま‬

‭しょう。‬
‭②調べ方（書籍、Ｗeb、体験 ex.コンサートに行く等）結果、どのように‬

‭考える のか？考察を明確に書くようにしましょう。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭Music Navigetion を推奨します。また他のワークやプリントを行った場合‬

‭でも、１年間で取り組むに 相応しい分量に取り組んでください。‬
‭筆記部分を 記入後、自己採点しましょう。‬

‭【作品について】‬
‭①どのような意図で作成したのか？‬
‭②どのような手法を使ったのか？‬
‭③作成してどう思うのか？‬
‭作品だけではなく、必ずなぜそのテーマを設定し作品を制作しようと思っ‬

‭たのかなど 、制作を通して感じたことをはっきりと記述してください。‬
‭制作過程は文章や写真などを使って、わかりやすくまとめて提出してくだ‬

‭さい。‬

‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】‬
‭日時、内容に加え作品等の音楽音源や写真も添付してください。‬
‭体験実技の過程や工夫した点など感想も忘れずに記入してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全６回‬
‭① Voice Review of Basic‬
‭② ポピュラー音楽 著作権 楽器‬
‭③ ギターの弾き方 コード 総合芸術における音楽‬
‭④ 西洋音楽‬
‭⑤ 日本音楽 アジアの音楽‬
‭⑥ 楽典‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 ６ 回のレポート提出とメディア視聴 6 回の感想記⼊‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭芸術‬ ‭美術Ⅰ‬ ‭2‬ ‭1～‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭芸術の幅広い活動を通して、創造的な表現を工夫したり、生活や社会の中‬
‭の芸術や芸術文化と豊かに関わりましょう。‬

‭科目の目標‬ ‭〇「美術とは何か」を考える‬
‭〇造形的な視点で日常を捉える‬
‭〇これからの美術との関わり方を考える‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭① なぜそのテーマにしたのか？‬
‭② 調べた（書籍・Web・実際に美術館に行く）結果をまとめたうえで、‬
‭どのように考えるの か？（自分の考え）を明確に書く‬‭ようにしましょう。‬

‭【作品制作について】‬
‭① 写真にて添付する場合は、‬‭作品途中の写真もいっしょに添付‬‭してくだ‬
‭さ い。途中経過がみえない完成品のみの場合は‬‭減点‬‭される場合がありま‬
‭すの でご注意ください。‬
‭取り組んだ動機、工夫した点など感想も忘れずに記入‬‭してください。‬

‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】‬
‭①日時、内容に加え作品等の‬‭写真も添付‬‭してください。‬‭制作過程や工夫‬
‭した点など感想‬‭も忘れずに記入してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全６‬‭回‬
‭① 美術とは何か‬
‭② 絵画‬
‭③ 日本美術・版画‬
‭④ 彫刻‬
‭⑤ デザイン‬
‭⑥映像・メディア表現‬

‭評価の方法‬ ‭○‬‭スクーリングの参加‬
‭○‬‭試験‬
‭○‬‭年間‬‭6‬‭回のレポート提出とメディア視聴‬‭6‬‭回の感想記入‬
‭○‬‭マイプロの提出‬
‭※ 上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※ マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭メディア視聴‬ ‭レポート‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭芸術‬ ‭書道Ⅰ‬ ‭２‬ ‭1～‬ ‭６‬ ‭６‬ ‭２‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭〇芸術の幅広い活動を通して、創造的な表現を工夫し生活や社会の中の芸‬
‭術や芸術文化と豊かにかかわる。‬

‭科目の目標‬ ‭〇文字を素材とする表現芸術を日常の中でも味わい、発信ができるように書‬
‭の美のあり方の基本的なことを学習し、在学中のみならず卒業後も永く書道‬
‭芸術を楽しみ、あるいは発信する基礎を作る‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭「作家」「作品」その他、調べる対象を明確にして、『作品（作家）などを‬
‭通して書の伝統と文化に意味や価値について考えた』内容としてください。‬
‭ま‬‭た‬‭WEB‬‭上‬ ‭の‬‭資‬‭料‬‭に‬‭と‬‭ど‬‭ま‬‭ら‬‭ず、‬‭広‬‭く‬‭書‬‭物‬‭を‬‭読‬‭ん‬‭だ‬‭り‬‭美‬‭術‬‭館‬‭や‬‭博‬‭物‬‭館‬‭な‬‭ど‬
‭で実物を鑑賞したりして学んだことを内容に付与してよりよいものにしてく‬
‭ださい。その場合、必ず参考資料を明記してください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭丁寧に書き進めることはもちろんですが『何に注意をしながら取り組んだの‬
‭か』‬ ‭ま‬‭た‬‭『何‬‭を‬‭求‬‭め、‬‭ど‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭工‬‭夫‬‭を‬‭し‬‭な‬‭が‬‭ら‬‭取‬‭り‬‭組‬‭ん‬‭だ‬‭の‬‭か』‬‭が‬‭わ‬‭か‬‭る‬
‭詳細な経過レポートを付記してください。‬
‭目標設定も明示しながら、到達過程がわかるように書き記してください。‬
‭ワークブックを提出するだけでは、書道を学習したことにはなりにくい‬‭とい‬
‭うことを理解して取り組んでください。‬

‭【作品について】‬
‭「書の伝統に基づき、効果的に表現する」ことをどのように意識し取り組ん‬
‭だのかをレポートに書き記してください。」また制作過程がわかる途中経過‬
‭のものを 完成した「清書」とは別に複数枚提出してください。「意図に基づ‬
‭いて構想し表 現を工夫」してどのように「書の美」を求め表現しようとした‬
‭のかを作品制作に 反映させてください。また既存の筆墨硯紙を用いない新し‬
‭い挑戦も試みてください。‬

‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】‬
‭日時、内容に加え作品等の写真も添付してください。特に評価につながる工‬
‭夫 した点や目的、感想なども忘れずに記入してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全6回‬
‭①初唐の代表的な楷書作品による楷書の基本事項の理解と鑑賞‬
‭②顔真卿他楷書の代表作品による楷書の応用発展と鑑賞‬
‭③代表的な行書作品による行書の基本事項の理解と鑑賞‬
‭④草書・隷書・篆書の基本事項の理解と鑑賞‬
‭⑤古筆による仮名の学習方法、平仮名、万葉仮名等の理解と鑑賞‬
‭⑥作例より漢字仮名交じりの書の理解と鑑賞、篆刻の基本事項の理解と鑑賞‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの授業参加‬
‭○試験‬
‭○年間６回のレポート提出とメディア視聴６回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します。‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭外国語‬ ‭英語コミュニ‬
‭ケーションⅠ‬

‭３‬ ‭１・２‬ ‭９‬ ‭９‬ ‭３‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞‬
‭くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的‬
‭な言語活動を通して、情報や考 えなどを的 確に理解したり適切に表現したり伝え‬
‭合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につける‬
‭〇英語を通じて、得た情報を的確に理解する為の基礎的能力を身につける‬
‭〇 英語を通じて、伝えたい情報を適切に伝えるための基礎的能力を身につける‬
‭〇コミュニケーションを支える文法や表現するための語彙を定着させる‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭・そのテーマを選んだ経緯やきっかけ、または目的を書いてください。‬
‭・歌詞や物語の翻訳をした場合は、元の文、自力で訳した文を書いてください。模‬
‭範の訳と比較してみても良い学習につながります。‬
‭・どのタイプのマイプロにも言えますが、「どのように取り組んだのか（テーマ学‬
‭習 での調べ方、ワーク学習でのペースなど）」が書けていると望ましいです。‬
‭※元の文をそのまま翻訳サイトで一気に全文訳したものは認められません。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭・教科書準拠か科目相当（英検3～準2級程度のレベル）のワークが望ましいです。‬
‭・ 分量としては教科書準拠ワーク程度の分量が基準となります。‬
‭・ワークは答えを書くのみで終わらず、丸付けを行い、正しい答えを書くようにし‬
‭ましょう。‬

‭【作品制作について】‬
‭・作品制作の過程で学んだ英語の知識などを書いてみてください。‬
‭・制作にあたり課題となったこと、その解決策などを書いてください。‬

‭※英語での対話や生活の中で使われる英語表現など「コミュニケーション」に関す‬
‭る テーマ になるよう心掛けてください。‬
‭※下記のレポート内容にあるような文法・内容の十分な学習ができれば、英語コミ‬
‭ュにケーションⅠ相当の学習とみなされます。‬

‭レポート内容‬ ‭全9回‬
‭① Warm-up1～3 ｱﾙﾌｧﾍﾞ ｯﾄ､教室で使う表現､疑問詞‬
‭　 Pre-Lesson1 be 動詞 Pre-Lesson3 一般動詞‬
‭② Lesson 1 Breakfast around the World 過去形‬
‭　 Lesson 2 Australia’s Cute Quokkas 進行形‬
‭③ Lesson 3 A Train Driver in Sanriku 助動詞‬
‭　Lesson 4 A Miracle Mirror to 不定詞‬

‭④ Lesson 5 Learning from the Sea 動名詞‬
‭　 Reading 1 Short Stories in English 知覚動詞‬
‭⑤ Lesson 6 A Funny Picture from the Edo Period 受け身‬
‭　Lesson 7 A Diary of Hope 比較表現‬

‭⑥ Lesson 8 A Door to a New Life 現在完了形‬
‭⑦ Lesson 9 Fighting Plastic Pollution 名詞を修飾する分詞‬
‭⑧ Lesson 10 Pigs from across the Sea 関係代名詞‬
‭⑨ Reading 2 The Wizard of Oz 仮定法過去‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○マイプロの提出‬
‭○年間９回のレポート提出とメディア動画９回の感想記入‬
‭※ 上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※ マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科⽬⽬標シート‬
‭教科 ‭科⽬ ‭単位数 ‭対象学年‬ ‭レポート ‭メディア視聴 ‭対⾯授業 ‭試験

‭外国語‬ ‭英語コミュニ‬
‭ケーションⅡ‬

‭4‬ ‭2・‬‭３‬ ‬ ‬ ‬ ‭１‬

‭教科の⽬標 ‭外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ外国語による聞く
‭こと、読むこと、話 すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な
‭言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合った
‭りするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。‬

‭科⽬の⽬標 ‭〇英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を伸ばす。‬
‭〇英語を通じて、聞いたり読んだりして得た情報や考えを的確に理解することができる。‬
‭〇英語を通じて、⾃分が伝えたい情報を適切に伝えるための実践的な能⼒を身につける。‬
‭〇コミュニケーションを⽀える⽂法や表現するための語彙を十分に獲得する。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭・そのテーマを選んだ経緯やきっかけ、または⽬的を書いてください。
・歌詞や物語の翻訳をした場合は、元の⽂、⾃⼒で訳した⽂を書いてください。 模‬

‭範の訳と比べて新たに分かったことなど書くようにチャレンジしてください。‬
・どのタイプのマイプロにも言えますが、どのように取り組んだのか（テーマ学習で‬

‭の調べ方、ワーク学習でのペースなど）が書けていると望ましいです。‬
‭※元の文をそのまま翻訳サイトで一気に全文訳したものは認められません。‬

‭【ワークブックについて】
‭・教科書準拠か科目相当（英検準2級～２級レベル）のワークが推奨です。
‭・分量としては教科書準拠ワーク程度の分量が基準となります。
‭・ワークは答えを書くのみで終わらず、丸付けを行い、正しい答えを書くようにしま
‭しょう。‬

‭【作品制作について】‬
‭・作品制作の過程で学んだ英語の知識などを書いてください。‬
‭・制作にあたり課題となったこと、その解決策などを書いてください。
‭※英語での対話や生活の中で使われる英語表現など「コミュニケーション」に関する‬

‭テーマになるよ う心掛けてくださ い。 ※下記のレポート内容にあるような文法・内
‭容の十分な学習が出来れば、コ ミュ英Ⅱ相当の学習とみなされます。‬

‭レポート内容 ‭全１２回
‭①Lesson1 Colorful Island：関係代名詞
‭② Lesson2 With the Beatles：比較表現
‭③ Lesson3 Wild Men：itの用法
‭④ Lesson4 Little Hero：間接疑問文
‭⑤ Lesson5 Special Makeup in Kabuki：to不定詞を含む表現
‭⑥（Reading 1）Mujina
‭⑦ Lesson6 Seeds for Future Generations：動詞の目的語になるif節
‭⑧ Lesson7 Over the Wall：関係副詞 where when
‭⑨ Lesson8 Inspiration from Nature：知覚動詞
‭⑩ Lesson9 The Bitter Truth behind Chocorate：使役動詞
‭⑪ Lesson10 Fighting Angel：分詞構文
‭⑫ (Reading 2) Bear’s Pie

‭評価の⽅法 ‭○スクーリングの参加
‭○ 試験‬
‭○ 年間１２回のレポート提出とメディア視聴１２回の感想記⼊
‭○マイプロの提出‬
‭※ 上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科⽬⽬標シート‬
‭教科‬ ‭科⽬‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対⾯授業‬ ‭試験‬

‭外国語‬ ‭論理・表現Ⅰ‬ ‭2‬ ‭2・‬‭３‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭2‬ ‭１‬

‭教科の⽬標‬ ‭外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による‬
‭聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統‬
‭合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり‬
‭伝え 合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指‬
‭す。‬

‭科⽬の⽬標‬ ‭〇基本的な語句や文を用いて、意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して‬
‭伝え合うことができるようにする。‬
‭〇文法の理解を深めながら、言語活動を通して論理的に表現する力を育成す‬
‭る。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭日常的話題や社会的話題について英作文を行ったり、スピーチやプレゼンテー‬
‭ショ ン・ディベートの活動報告をしたり等、英語で発信する事を軸にテーマ‬
‭を考えてください。‬
‭テーマ設定後はなぜこのテーマを調べようと思ったのかを記述し、調べた後の‬
‭考察を 掘り下げてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭・教科書付属のワーク、または英検準2級以上に値する物が推奨です。‬
‭・英文法や英作文が含まれるものが望ましいです。‬
‭・分量としては教科書付属ワーク程度の分量が基準となります。‬
‭・ワークは答えを書くのみで終わらず、丸付けを行い、正しい答えを書くよう‬
‭にしましょう。‬

‭【作品について】‬
‭・作品制作の過程で学んだ英語の知識などを書いてみてください。‬
‭・制作にあたり課題となったこと、その解決策などを書いてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭①初めての食事・道に迷う・人物紹介‬
‭②体調が悪い・買い物・行ってみたい場所‬
‭③イベントに誘われる・スクールカウンセラーに相談・お気に入り‬
‭を紹介 ④待ち合わせに遅刻・ディスカッション・英字新聞に投稿‬
‭⑤ディベート・スピーチ・遊びやスポーツを紹介‬
‭⑥日本をPR・物事の両面を伝える・読み手を納得させる・読み手を説得する‬

‭評価の⽅法‬ ‭○ スクーリングの参加‬
‭○ 試験‬
‭○マイプロの提出‬
‭○ 年間6回のレポート提出とメディア動画　6回の感想記⼊‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭家庭‬ ‭家庭総合‬ ‭４‬ ‭２‬ ‭１２‬ ‭１２‬ ‭２‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し生活を創造する力を育成する‬

‭科目の目標‬ ‭〇人の一生と家族・家庭及び福祉・衣食住・消費生活・環境などについて、生活を主体‬
‭的に営むために必要な科学的理解を図る。‬
‭〇生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し考
‭察した‬
‭ことを 科学 的根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を
‭養う。‬
‭〇様々な人と 協同し、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろう‬
‭とする実践的な態度を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向けて‬
‭アドバイス‬

‭いずれも「‬‭今後、生活に活用するためには？‬‭」 という視点をもって作成してみてくだ‬
‭さい。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭答えを記入して終わりにせず、ポイントなどをノートなどにまとめるなど知識を生活に‬
‭役立てるようにまとめると尚良いでしょう。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭マイプロのルールに則って取り組むようにしてください。‬
‭家族や周りの人からも感想を書いてもらうと良いでしょう。‬

‭【作品について】‬
‭必ず、制作過程が分かる画像の添付や解説の記載をしましょう。‬
‭作品に対して自己評価・家族などからの評価を踏まえ、次なる目標を設定できると良‬
‭いでしょう。‬

‭【実習・実験記録について‬‭】‬‭ホームプロジェクトも含む‬
‭実習や実験から学んだことを画像とともに詳細に記載しましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全 12 回‬
‭① 家族・家庭に関する用語や基礎的な法律を知る。‬
‭② 子どもの発達の様子および発達段階を知り、基本的生活習慣の形成、食事、健康管理‬
‭について知る。‬
‭③ 高齢者を支援する方法を具体的に知る。‬
‭④ 社会保障制度の理念と内容を理解する。‬
‭⑤ 雇用形態や収入、支出の仕組みについて知る。‬
‭⑥ キャッシュレス社会のメリット・デメリットを知る。契約や悪質商法などについて‬
‭学習し、消費者とし て適切な判断ができるようになる。‬
‭⑦ 食生活の変化や課題について理解し、五大栄養素の種類と働きについて知る。‬
‭⑧ 食品の選択や調理の 際の安全に関する必要事項や基本的な調理技術を知る。‬
‭⑨ 被服材料の特徴を理解し、組成表示・取り扱い 表示などの意味を知る。‬
‭⑩ 洗剤の働き、漂白剤、被服の管理について知る。‬
‭⑪ 室内外の環境に着目し、安全性・快適性等を考慮する必要性を理解する。‬
‭⑫ 国内での震災について振 り返る。日本の現状や企業の取り組みから、ワークライフ‬
‭バ ランスの必要 性を知る。‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○ 試験‬
‭○年間12回のレポート提出とメディア視聴 12回の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす 必要があります。‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します。‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭情報‬ ‭情報Ⅰ‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題‬
‭の‬‭発‬ ‭見・‬‭解‬‭決‬‭を‬‭行‬‭う‬‭学‬‭習‬‭活‬‭動‬‭を‬‭通‬‭し‬‭て、‬‭問‬‭題‬‭の‬‭発‬‭見・‬‭解‬‭決‬‭に‬‭向‬‭け‬‭て‬‭情‬‭報‬
‭と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するた‬
‭めの資質・能力を育成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用に‬
‭ついて理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりに‬
‭ついて理解を深める。‬
‭〇様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向‬
‭けて情 報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。‬
‭〇情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画‬
‭する態度を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習について】‬
‭テーマは‬‭情報社会の問題解決、コミュニケーションと情報デザイン、コン‬
‭ピュータとプログラミング、情報通信ネットワークとデータの活用等‬‭を設‬
‭定‬‭し‬‭て‬‭み‬ ‭る‬‭と‬‭よ‬‭い‬‭で‬‭しょ‬‭う。‬‭ま‬‭と‬‭め‬‭る‬‭事‬‭柄‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は‬‭設‬‭定‬‭し‬‭た‬‭テー‬‭マ‬‭を‬
‭必ず掘り下げ、日常生活と情報技術がどのように関連しているのかを考察‬
‭しながらまとめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワーク‬‭もしくは‬‭教科書の内容（情報社会の問題解決、コミュニ‬
‭ケーションと情報デザイン、コンピュータとプログラミング、情報通信‬
‭ネットワー クとデータの活用等）‬‭を含むワークに取り組んでください。‬

‭【作品について】‬
‭プログラミングを中心に‬‭教科書の内容と関わりのある題材‬‭を設定してく‬
‭ださ い。‬

‭【体験・観察・実験記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子‬‭（写真）などがあるとよいですね。‬‭設定‬
‭したテーマの動機‬‭と‬‭体験してみた感想‬‭をはっきりと記述してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭① 情報とメディアの特性、情報モラルについて‬
‭② 個人情報の扱いと情報社会について‬
‭③ コミュニケーションとデジタル表現について‬
‭④ コンピュータの仕組みとプログラムの基本構造について‬
‭⑤ プログラムの基本構造とインターネットの仕組みについて‬
‭⑥ 情報セキュリティとデータの活用について‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴　6 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭情報‬ ‭情報Ⅱ‬ ‭2‬ ‭2・3‬ ‭6‬ ‭6‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題‬
‭の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報‬
‭と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するた‬
‭めの資質・能力を育成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇多様なコミュニケーションの実現、情報システムや多様なデータの活‬
‭用について理解を深め技能を修得するとともに、情報技術の発展と社会‬
‭の変化について理解を深めるようにする。‬
‭〇様々な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題の発見・解決に向‬
‭けて情報と情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用する力を養う。‬
‭〇情報と情報技術を適切に活用するとともに、新たな価値の創造を目指‬
‭し、情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与する態度を養う。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

【調べ学習について】‬
‭テーマは‬‭情報社会の進展と情報技術、メディアの特性とコンテンツ、デー‬
‭タおよびデータベースの管理、機械学習と人口知能、情報セキュリティ技‬
‭術と情報システム‬‭等を設定してみるとよいでしょう。‬

【ワークブックについて】‬
‭教科書準拠ワークもしくは教科書の内容を含むワークに取り組んでくださ‬
‭い。‬

【作品について】‬
‭プログラミング‬‭を中心に教科書の内容と関わりのある題材を設定してくだ‬
‭さい。‬

【体験・活動・観察記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子（写真や図など）‬‭があるとよいですね。‬‭設‬
‭定したテーマの動機と体験してみた感想や気づき‬‭を記載してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 6 回‬
‭① 情報社会の進展と情報技術‬
‭② メディアの特性とコンテンツの発信について‬
‭③ データおよびデータベースの管理と操作について‬
‭④ データの収集と分類、分析について‬
‭⑤ 機械学習と人工知能、情報システムについて‬
‭⑥ 情報セキュリティ技術とシステム設計とプログラムについて‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 6 回のレポート提出とメディア視聴　6 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



科目目標シート‬
‭教科 ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴 ‭対面授業‬ ‭試験

‭総合的な探究の時間
‭１年1単位‬

‭1‬ ‭1‬ ‭2‬ ‭2‬ ‬


‭1‬

‭教科の目標 ‭横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自身の有り方に向き合‬
‭いながら課題を自ら設定し、調べる手段や方法の技能を身につけ、表現‬
‭する。‬

‭科目の目標 ‭〇自分自身を知り、自身を探究する方法を、身につけよう。
‭〇どんな進路（社会）がまっているのか考えてみよう。

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス

‭科目の目標に対応した探究が望ましいです。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭マイプロの調べ学習のルールに則って取り組むようにしてください。 メ‬
‭ディア動画を受けて、自身の興味・関心のあるテーマを調べ、取り組み‬
‭ましょう。

‭【ワークブックについて】
‭市販のワークを選ぶ場合には、自分を知るための自己分析の本や進路選‬
‭択‬‭や‬‭進‬‭路‬‭学‬‭習‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭も‬‭の‬‭を‬‭選‬‭択‬‭し‬‭ま‬‭しょ‬‭う。‬‭科‬‭目‬‭の‬‭目‬‭標‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭る‬‭よ‬
‭うな 内容に取り組めると良いでしょう。

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。ま‬
‭た、どのような経緯で作品を作成したのかの解説をつけましょう。自分‬
‭の言葉で説明することが大切です。その作品から学んだことや考えたこ‬
‭ともまとめてみましょう。
‭例：テーマ
‭本の紹介帯紹介
‭～パソコンを使って本を紹介するための帯を作成する～
‭(情報Ⅰ･美術Ⅰの 横断⇒長所を生かして職業選択の一歩を踏み出す)

‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】
‭日時・内容に加え、作品等の写真も添付してください。
‭工夫した点、感想等も忘れずに書いてください。‬

‭レポート内容 ‭全2回‬
‭①自己理解と自己理解をするための方法について‬
‭②進路を考える上で必要な社会を知ること、情報とその収集方法について

‭評価の方法 ‭○スクーリングの参加‬
‭○年間2回のレポート提出とメディア視聴の感想記入
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬

（スクーリングでは、マイプロ作品の発表を行います）



‭科目目標シート‬
‭教科 ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート ‭メディア視聴 ‭対面授業‬ ‭試験

‭総合的な探究の時間
‭2年1単位‬

‭1‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標 ‭横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自身の有り方に向き合‬
‭いながら課題を自ら設定し、調べる手段や方法の技能を身につけ、表現‬
‭す る。‬

‭科目の目標 ‭〇18歳が成人となる事で、どのような義務や権利が生じるのかを知ろう。‬
‭〇オープンキャンパスや職場見学について知ろう。

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス

‭科目の目標に対応した目標が望ましいです

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭マイプロの調べ学習のルールに則って取り組むようにしてください。 メ‬
‭ディア動画を受けて、自身の興味・関心のあるテーマを調べ、取り組み‬
‭ましょう。

‭【ワークブックについて】
‭市販のワークを選ぶ場合には、自分を知るための自己分析の本や進路選‬
‭択‬‭や‬‭進‬‭路‬‭学‬‭習‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭も‬‭の‬‭を‬‭選‬‭択‬‭し‬‭ま‬‭しょ‬‭う。‬‭科‬‭目‬‭の‬‭目‬‭標‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭る‬‭よ‬
‭うな 内容に取り組めると良いでしょう。

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。ま‬
‭た、どのような経緯で作品を作成したのかの解説をつけましょう。自分‬
‭の 言葉で説明することが大切です。その作品から学んだことや考えたこ
‭ともまとめてみましょう。
‭例：テーマ
‭本の紹介帯紹介
‭～パソコンを使って本を紹介するための帯を作成する～
‭(情報Ⅰ･美術Ⅰの横断)

‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】
‭日時・内容に加え、作品等の写真も添付してください。
‭工夫した点、感想等も忘れずに書いてください。‬

‭レポート内容 ‭全２回‬
‭〇18歳が成人となる事で、どのような義務や権利が生じるのかを知ろう。‬
‭〇オープンキャンパスや職場見学について知ろう。

‭評価の方法 ‭○スクーリングの参加‬
‭○年間2回のレポート提出とメディア視聴の感想記入
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬

（減免無）

（スクーリングでは、マイプロ作品の発表を行います）



‭科目目標シート‬
‭教科 ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート ‭メディア視聴 ‭対面授業‬ ‭試験

‭総合的な探究の時間‬
‭3年1単位‬

‭1‬ ‭3‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標 ‭横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自身の有り方に向き合‬
‭いながら課題を自ら設定し、調べる手段や方法の技能を身につけ、表現‬
‭す る。‬

‭科目の目標 ‭〇キャリアのとらえ方、現代の労働環境を知り、自分の進路に活かそう。
‭〇卒業後の進学・就職について具体的な情報を知ろう。

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス

‭科目の目標に対応した探究が望ましいです。探究ですので、仮説を立てた
‭り、それを検証したうえで、自分の考えを持ち、それをさらに調べると‬
‭いったサイクルを意識してください。科目横断も大歓迎です。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭マイプロの調べ学習のルールに則って取り組むようにしてください。 メ‬
‭ディア動画を受けて、自身の興味・関心のあるテーマを調べ、取り組み‬
‭ましょう。

‭【ワークブックについて】
‭市販のワークを選ぶ場合には、自分を知るための自己分析の本や進路選‬
‭択‬‭や‬‭進‬‭路‬‭学‬‭習‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭も‬‭の‬‭を‬‭選‬‭択‬‭し‬‭ま‬‭しょ‬‭う。‬‭科‬‭目‬‭の‬‭目‬‭標‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭る‬‭よ‬
‭うな 内容に取り組めると良いでしょう。

‭【作品について】‬
‭マイプロの作品制作のルールに則って取り組むようにしてください。ま‬
‭た、どのような経緯で作品を作成したのかの解説をつけましょう。自分‬
‭の言葉で説明することが大切です。その作品から学んだことや考えたこ‬
‭ともまとめてみましょう。

‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】
‭日時・内容に加え、作品等の写真も添付してください。
‭工夫した点、感想等も忘れずに書いてください。‬

‭レポート内容 ‭全２回‬
‭〇キャリアのとらえ方、現代の労働環境を知り、自分の進路に活かそう。
‭〇卒業後の進学・就職について具体的な情報を知ろう。

‭評価の方法 ‭○スクーリングの参加‬
‭○年間2回のレポート提出とメディア視聴の感想記入
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬

（減免無）

（スクーリングでは、マイプロ作品の発表を行います）



‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬

‭学校設定‬ ‭高校国語入門‬ ‭２‬ ‭１‬ ‭２‬ ‭２‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭〇社会生活に必要な国語について理解し適切に使うことができる。‬
‭〇他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。‬
‭〇言葉の持つ価値への認識を深め、言語文化を担う自覚と、国語を尊重す‬
‭る態度を養う。‬

‭科目の目標‬ ‭〇国語の基礎となる部分を復習する‬
‭〇身近な言葉について考えるきっかけにする‬
‭〇高校の「国語」を学ぶための基礎的知識を確認する‬
‭〇「古文」「漢文」に親しむ態度を身につける‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭身近な言葉や文章を題材として調べ学習をすると楽しく学べると思いま‬
‭す。情報は書籍やインターネットだけでなく、周りの人へのインタビュー‬
‭や人と話し合った内容をまとめるというのも良いですね。全ての言語活動‬
‭（皆さんが普段話していること）が国語の基盤になります。自分の使って‬
‭いる言葉について考える機会としてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭この科目は特定の教材・ワークブックを送ってはいませんが、希望すれば‬
‭「ラスパ」という指定のワークブックをお送りできます。市販の問題集を‬
‭選ぶときは、内容は今までの国語学習の復習になるものを選べば良いと思‬
‭います。どのレベルから復習を始めるかは個人によって違うと思います‬
‭が、最終的には中学３年程度まで復習できると高校の「国語」が学びやす‬
‭くなるでしょう。国語が得意な人は是非、難易度の高いものにチャレンジ‬
‭してください。‬

‭【作品について】‬
‭マイプロ作品制作のルールに則って取り組んでください。作文や新聞を‬
‭作ってみるのも良いでしょう。自分が取り組みやすいツールを使って、言‬
‭葉や文字と関わってみましょう。この「高校国語入門」という科目は、高‬
‭校国語の基礎を学び、中学までの国語学習の復習をするための科目ですの‬
‭で自分が好きなことと結びつけて国語を学んでいけると良いでしょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全2回‬
‭①日本語の基礎を学ぼう、読解問題に挑戦しよう‬
‭②「古文」「漢文」の基礎知識を学ぼう‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○年間 2 回のレポート提出とメディア視聴　2 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬
‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭学校設定‬ ‭高校数学入門‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭1‬

‭教科の目標‬ ‭数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に表‬
‭現・処理したりする技能を身に付け、数学的な表現を用いて事象を簡‬
‭潔・明瞭・的確に表現する力を養い、数学的に考える資質・能力を育‬
‭成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇高校数学の学習を見据え、中学までの基礎数学を習得する‬
‭〇基礎数学の学習を通して、数学的な見方や考え方を身に付ける‬

‭教員から‬
‭マイプロ作‬
‭成に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習について】‬
‭数学にまつわる事柄（数学者や定理、数学に対する疑問など）について‬
‭テ ーマを設定し、それに関連する公式や数式についても掘り下げ、ま‬
‭とめてください。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭中学 1年〜中学 3 年生の学習内容の習得を目指してください。 指定ワー‬
‭ク「ラスパ」を推奨します。‬
‭※必要に応じて小学生レベルの戻り学習に取り組んでも構いません。‬
‭【作品について】‬
‭なぜそのテーマを設定し作品を制作しようと思ったか と どのような数‬
‭学的知識を活用したのかを記述してください。‬

‭【体験・観察・実験記録】‬
‭活動の内容がわかるような様子（写真など）があるとよいですね。 数‬
‭学的要素（図形や式、グラフなど）を必ず入れるようにしてください。‬

‭レポート内容‬ ‭全 2 回‬
‭① 四則演算・割合について‬
‭② 根号・関数について‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 2 回のレポート提出とメディア視聴 2 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭学校設定‬ ‭高校英語入門‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語‬
‭による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結‬
‭び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり‬
‭適切に表現したり伝え 合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力‬
‭を育成することを目指す。‬

‭科目の目標‬ ‭〇 基本的な学習に取り組み、中学校卒業程度の英語能力の習得を目指す。‬
‭〇 読み、書き、聞き、話すなど英語の4技能の基礎的な力を身につける。‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【調べ学習(テーマ学習)について】‬
‭○序論に次の３点を書いてください。‬
‭①テーマを選んだ経緯や動機、目的 ②目標 ③取り組み方法‬
‭最後に「まとめ」を書いてください。‬
‭※まとめは、感想にとどまらず、テーマ学習を通して身についた英語の知‬
‭識、目標に 対しての考察など客観的な結論をめざしましょう。‬

‭※ 歌詞や物語などの翻訳をする場合は、次の４点を書きましょう。‬
‭①原文(元の文) ②自力で訳した文 ③ネット等で調べた訳、出版物などの模範‬
‭となる訳 ④ 翻訳に際して調べた単語や語句‬

‭※自分の訳と模範となる訳と対比して、違っていたところの原因究明が英語‬
‭の学習に おいては大切です。‬

‭【ワークブックについて】‬
‭・中学3年間の学習内容（英検3級合格程度）の習得を目指してください。‬
‭・指定ワーク「ラスパ」を推奨します。‬
‭・ワークは答えを書くのみで終わらず、丸付けを行い、正しい答えを書くよ‬
‭うにしましょう。‬

‭【作品制作・技術取得について】‬
‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察記録について】‬
‭○次の４点を書くようにしましょう。‬
‭① 動機、きっかけ、目標（制作しようとしたもの、技能）‬
‭② 制作の過程、練習工程、体験・実習記録‬
‭※ 体験や実習の場合は学び得た英語の知識、課題、苦労した点、その解決策‬
‭③ 制作の場合：完成した作品（画像、動画、録音）‬
‭④ 感想、おわりに‬

‭レポート内容‬ ‭全 2 回‬
‭文法（中学 前半）、英語入門の学習目的‬
‭文法（中学 後半）、領域別学習方法‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 2 回のレポート提出とメディア視聴 2 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭学校設定‬ ‭課題研究A‬ ‭2‬ ‭全学年‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭1‬

‭科目の目標‬ ‭〇自主的に課題を選択し、目標設定を行いながら問題解決能力を養う‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【ワークブックについて】‬
‭※規定ワーク：課題研究A（中学卒業程度）課題研究B（高校1～2年程度）課‬
‭題研究C（高校2～3年程度）‬

‭・知識・技能として習得すべきと感じた問題を設定し、 1年間で取り組むにふ‬
‭さわしい 分量に取り組んでください。‬
‭・問題理解や解答のために調べた事柄（理解や解答の過程となる事柄）など‬
‭を記述しましょう。‬
‭・既定ワークに沿ったレベルのものを実施するようにしてください。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭〇テーマ：興味関心に基づいて探求したいテーマを設定してください。‬
‭〇序論：次の３点を書いてください。‬
‭　①テーマを選んだ経緯や動機、目的‬
‭　②目標（どこまで調べるか等）‬
‭　③進める手順（どのように調べていくか）‬
‭〇内容：文章、図、式などを用いながら進めてください。‬
‭〇まとめ：短い感想で終わらせず、調べた事柄について考察を掘り下げ、 序‬
‭論とのつながりや客観的な結論をめざしましょう。‬

‭【作品制作・技術取得】‬
‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】‬
‭〇テーマ：興味関心に基づいて探求したいテーマを設定してください。‬
‭〇序論：‬
‭　①動機(どのような経緯で作品を制作しよう(体験や実習を行おう)と思ったか‬
‭　②目標‬
‭〇内容：【作品制作】‬
‭　　　　① 完成品 ② 制作過程（工程）、練習過程 ③苦労した・工夫した点‬

‭　　　　【体験・実習記録】‬
‭　　　　  体験、実習の記録（日付、目的、内容、得た学びや苦労など）‬
‭〇まとめ：制作や実習、体験を通して学んだこと、苦労したこと、またその解‬
‭決策、課題、新たな提案などを記述してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全２回‬
‭①テーマの決め方と研究方法‬
‭②データと研究のまとめ方‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 2 回のレポート提出とメディア視聴 2 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭学校設定‬ ‭課題研究B‬ ‭2‬ ‭全学年‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭1‬

‭科目の目標‬ ‭〇探究活動を通して、設定したテーマに関する専門的な知識・技能を身につ‬
‭ける‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【ワークブックについて】‬
‭※規定ワーク：課題研究A（中学卒業程度）課題研究B（高校1～2年程度）‬
‭課題研究C（高校2～3年程度）‬

‭・知識・技能として習得すべきと感じた問題を設定し、 1年間で取り組むに‬
‭ふさわしい 分量に取り組んでください。‬
‭・問題理解や解答のために調べた事柄（理解や解答の過程となる事柄）など‬
‭を記述しましょう。‬
‭・既定ワークに沿ったレベルのものを実施するようにしてください。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭〇テーマ：興味関心に基づいて探求したいテーマを設定してください。‬
‭〇序論：次の３点を書いてください。‬
‭　①テーマを選んだ経緯や動機、目的‬
‭　②目標（どこまで調べるか等）‬
‭　③進める手順（どのように調べていくか）‬
‭〇内容：文章、図、式などを用いながら進めてください。‬
‭〇まとめ：短い感想で終わらせず、調べた事柄について考察を掘り下げ、 序‬
‭論とのつながりや客観的な結論をめざしましょう。‬

‭【作品制作・技術取得】‬
‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】‬
‭〇テーマ：興味関心に基づいて探求したいテーマを設定してください。‬
‭〇序論：‬
‭　①動機(どのような経緯で作品を制作しよう(体験や実習を行おう)と思った‬
‭か‬
‭　②目標‬
‭〇内容：【作品制作】‬
‭　　　　① 完成品 ② 制作過程（工程）、練習過程 ③苦労した・工夫した点‬

‭　　　　【体験・実習記録】‬
‭　　　　  体験、実習の記録（日付、目的、内容、得た学びや苦労など）‬
‭〇まとめ：制作や実習、体験を通して学んだこと、苦労したこと、またその‬
‭解決策、課題、新たな提案などを記述してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全２回‬
‭①論文とレポートの違い‬

‭②具体的な論文の書き方を学ぼう‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 2 回のレポート提出とメディア視聴 2 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



‭科目目標シート‬

‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭学校設定‬ ‭課題研究C‬ ‭2‬ ‭全学年‬ ‭2‬ ‭2‬ ‭1‬ ‭1‬

‭科目の目標‬ ‭〇調査・研究の発表方法を学び、発信力の向上を図る‬

‭教員から‬
‭マイプロ作成‬

‭に向 けて‬
‭アドバイス‬

‭【ワークブックについて】‬
‭※規定ワーク：課題研究A（中学卒業程度）課題研究B（高校1～2年程度）課‬
‭題研究C（高校2～3年程度）‬

‭・知識・技能として習得すべきと感じた問題を設定し、 1年間で取り組むにふ‬
‭さわしい 分量に取り組んでください。‬
‭・問題理解や解答のために調べた事柄（理解や解答の過程となる事柄）などを‬
‭記述しましょう。‬
‭・既定ワークに沿ったレベルのものを実施するようにしてください。‬

‭【調べ学習（テーマ学習）について】‬
‭〇テーマ：興味関心に基づいて探求したいテーマを設定してください。‬
‭〇序論：次の３点を書いてください。‬
‭　①テーマを選んだ経緯や動機、目的‬
‭　②目標（どこまで調べるか等）‬
‭　③進める手順（どのように調べていくか）‬
‭〇内容：文章、図、式などを用いながら進めてください。‬
‭〇まとめ：短い感想で終わらせず、調べた事柄について考察を掘り下げ、 序‬
‭論とのつながりや客観的な結論をめざしましょう。‬

‭【作品制作・技術取得】‬
‭【体験記録・実技記録・実習記録・観察実験記録】‬
‭〇テーマ：興味関心に基づいて探求したいテーマを設定してください。‬
‭〇序論：‬
‭　①動機(どのような経緯で作品を制作しよう(体験や実習を行おう)と思ったか‬
‭　②目標‬
‭〇内容：【作品制作】‬
‭　　　　① 完成品 ② 制作過程（工程）、練習過程 ③苦労した・工夫した点‬

‭　　　　【体験・実習記録】‬
‭　　　　  体験、実習の記録（日付、目的、内容、得た学びや苦労など）‬
‭〇まとめ：制作や実習、体験を通して学んだこと、苦労したこと、またその解‬
‭決策、課題、新たな提案などを記述してください。‬

‭レポート内容‬ ‭全2回‬
‭①プレゼンの意味と方法・スライドを使った発表のコツ‬

‭②ポスター発表の意義と方法・質疑応答の基本姿勢と方法‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○試験‬
‭○年間 2 回のレポート提出とメディア視聴 2 回の感想提出‬
‭○マイプロの提出‬
‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



科目目標シート 

教科 科目 単位数 対象学年 レポート ネット授業 対面授業 試験 

学校設定 白山事始 2 1～3 2 2 1 1 

教科の目標 我が国および本校所在地の白山市固有の伝統的な文化や技能、伝承につい て、そ

の実際の姿や今日まで引き継がれてきたことの意義を理解し、継承・ 発展させていこ

うとする意欲と態度を育てる。 

科目の目標 ○白山から日本海まで広大な大地に位置し、海・山・里の豊かな自然に恵まれて

いる白山市の地理的な特徴について理解する。また、白山市に古くから伝わる

白山信仰などの歴史や、「美川刺繍」や「美川仏壇」などの地元 を大切に守る

文化について理解を深める。

○白山市についての学習を通して、自分の住んでいる地域の特色を多面的・ 多角

的に考察し表現する力を育成する。

○白山市の特色について知ることで、自分の住んでいる地域社会に対する 興味関

心を高める。

教員から 

マイプロ作成に

向 けてアドバイス 

【調べ学習（テーマ学習）について】 

○本校所在地である白山市や白山市美川地区に関することを調べる

テーマ例：北前船について、美川仏壇の歴史について

水の文化（白山の水について、水を使った特産品） 

○自分の住んでいる地元の祭りや地域の自然に関することを調べる

【作品について】  

以下のものが例として挙げられます。 

○本校所在地である白山市や白山市美川地区へ行き、写真集や画集を作成する。

○白山市の伝統工芸（牛首紬、美川刺繍、檜細工など）を実際に体験する。

※実際の作品はデータ化して提出して下さい。

○自分の住んでいる地元の祭りや地域の自然についての写真集や画集を作成する。

上記を参考にして、「白山市に関する事・白山市と自分の住んでいる地域との 違い」な

どをテーマにして取り組んでください。 

レポート内容 全 2 回 

①白山市について、白山市美川地区について

②おかえり祭りについて、手取白山ジオパークについて

評価の方法 ○スクーリングの参加

○試験

○年間 2 回のレポート提出とネット授業 2 回の感想記入

○マイプロの提出

※上記要件をすべて満たす必要があります

※マイプロはルーブリックを基に評価します



‭科目目標シート‬

‭教科‬ ‭科目‬ ‭単位数‬ ‭対象学年‬ ‭レポート‬ ‭メディア視聴‬ ‭対面授業‬ ‭試験‬

‭学校設定‬ ‭日本の技能‬ ‭２‬ ‭１～３‬ ‭２‬ ‭２‬ ‭１‬ ‭１‬

‭教科の目標‬ ‭日本及び本校所在地の白山市特有の伝統的な文化・技能、伝承について、その‬
‭実際の姿や今日まで引き継がれてきたことの意味を理解し、後継者問題などの‬
‭課題にも触れつつ、大切に継承・発展させていこうとする態度を育てる。‬

‭科目の目標‬ ‭○古来から伝統的に伝えられてきた「日本の技能」について知り、我が国の文‬
‭化発展の過 程や伝統的なものの価値について理解する。‬
‭○伝統的な技能を実際に学び「ものづくり」をとおして「伝統工芸」への興味‬
‭関心を持つ。‬

‭教員からマイプ‬
‭ロ作成に向けて‬

‭アドバイス‬

‭【調べ学習・テーマ学習】‬
‭日本の伝統工芸に関することをテーマに設定してください。本校がある石川‬
‭県の伝統 工芸についてや、自分が住んでいる地域の伝統工芸について調べて‬
‭みてもいいでしょう。‬

‭【調べ学習・プリント 】‬
‭クラスルーム上にある、プリントを参考にしながら、自分のペースで調べ学‬
‭習を進めてみましょう。‬

‭【作品】日本の伝統工芸などの作品を製作しましょう。‬
‭①テーマ設定 なぜその作品を作ったのか‬
‭②方法 製作工程‬
‭③感想 実際に活用してみての感想‬
‭以上 3 点を記載したものを添付してください。作品はデジタルファイルで提‬
‭出しましょう。‬

‭レポート内容‬ ‭全２回‬

‭① 日本の技能とは ・日本の伝統工芸について‬
‭② 主な伝統工芸（和紙・水引）‬

‭評価の方法‬ ‭○スクーリングの参加‬
‭○ 試験‬
‭○年間２回のレポート提出とメディア動画の感想記入‬
‭○マイプロの提出‬

‭※上記要件をすべて満たす必要があります‬
‭※マイプロはルーブリックを基に評価します‬



 科目目標シート 

教科  科目  単位数  対象学年  レポート  ネット授業  対面授業  試験 

学校設定  キャリア探求 A  2  1  2  2  1  1 

教科の目標  現在及び将来の生活や学習と自己実現のつながりについての考えを深める。 自分

の在り方生き方や進路に関する適切な情報を、収集・整理し，自己の個性 や興味・

関心と照らして考える力を養う。 

科目の目標  ライフステージに応じた個人的・社会的役割や責任を理解する。 多様な生き方

や職業、社会における役割等を知ることで、自分の進路につい て興味関心と照

らし合わせて考えることができる。 

教員から  

マイプロ作成に向 

けてアドバイス 

【調べ学習】  

〇学問について  

進路探求ムックを活用しながら、自分の興味のある学問について、いくつ かまと

めてみましょう。「学問の概要・その学問でできること・どんな仕事 とつながるの

か」などの情報を集め、自分なりにまとめてみましょう。  

〇職業について  

興味のある仕事がいくつか見つかったら、その仕事について調べまとめて みまし

ょう。（例：コックの仕事とは、身近な人がその仕事に就くまで） クラスルーム上に

ある、「調べ学習用プリント」を活用しながら、調べ学 習を進めることもできます。  

学問や職業について以外も、メディア視聴や進路探求ムックを見て興味を持った

ことを、さらに調べてみてもいいですね。  

 

【ワークブック・プリント】  

「進路探求ワーク１」に取り組みましょう。セットで配布される「進路探求 ムック

１」を読みながら進めてください。 

レポート内容 全 2 回  

② ライフプランニング 人生のライフイベント  

②さまざまな価値観と様々な仕事 

評価の方法 ○スクーリングの参加  

○試験  

○年間 2 回のレポート提出とメディア授業の感想記入  

○マイプロの提出  

※上記要件をすべて満たす必要があります  

※マイプロはルーブリックを基に評価します 

 



科目目標シート 

教科  科目  単位数  対象学年  レポート  ネット授業  対面授業  試験 

学校設定  キャリア探求 B  2  2  2  2  1  1 

教科の目標  現在及び将来の生活や学習と自己実現のつながりについての考えを深める。 自分

の在り方生き方や進路に関する適切な情報を、収集・整理し，自己の個性 や興味・

関心と照らして考える力を養う。 

科目の目標  自己分析及び自己理解を通して、自らの適性に目を向ける  

多様な選択肢の中から、自分の卒業後の進路を積極的に考え、進路や学習を 

主体的に選択できるようになる。 

教員から  

マイプロ作成に向 

けてアドバイス 

【調べ学習】  

〇進路決定について  

「自分の進路選択につながること」をテーマにまとめてみましょう。 

 例：就職・進学するときの必要なことや、自分に向いている方法  ボランティア活

動に参加してみて感じたこと。バイト先の面接で気をつけることなど。  

自分の進路決定につながるような、体験をまとめてみてもいいでしょう。  

〇職業について  

興味のある仕事がいくつか見つかったら、その仕事について調べまとめて みまし

ょう。 

例：コックの仕事になるために必要な力や資格、自分の好き な○○に関する仕

事  

 

【ワークブック・プリントについて】  

「進路探求ワーク２」に取り組みましょう。セットで配布される「進路探求 ムック

２」を読みながら進めてください。 

レポート内容 全 2 回  

①自分自身について知ろう  

②進路決定までの道 

評価の方法 ○スクーリングの参加  

○試験  

○年間 2 回のレポート提出とメディア授業の感想記入  

○マイプロの提出  

※上記要件をすべて満たす必要があります  

※マイプロはルーブリックを基に評価します 

 



                                       科目目標シート 

教科  科目  単位数  対象学年  レポート  ネット授業  対面授業  試験 

学校設定  キャリア探求 C 2  ３  2  2  1  1 

教科の目標  現在及び将来の生活や学習と自己実現のつながりについての考えを深める。 

自分の在り方、生き方や進路に関する適切な情報を収集・整理し、自己の個 性

や興味、関心と照らして考える力を養う。 

科目の目標  自分を見つめなおし、自分の関心と照らし合わせながら、進学の実現に向け 

た計画を立てようとする。  

志望理由について段階的に考えを深めることで、卒業までに自分がすべきこ 

と考え、理解することができる。 

教員から  

マイプロ作成に

向 けてアドバイス 

【調べ学習（テーマ学習）について】  

キャリア探求 C では「進学」に関連したテーマを設定しましょう。 例えば、志望

進学先となる可能性のある大学や専門学校のオープンキャン パスに参加して

わかったことをまとめてみましょう。他には、進学希望先の 自宅からの通学時

間・キャンパスの広さ・カリキュラムの特長・取得できる 資格と実際の取得状

況など、項目ごとに調べてまとめてみてもいいでしょ う。  

【ワークブックについて】  

基本的に、メディア授業を視聴しながら、ワークブック『志望理由ノート』使っ

て、志望理由を深めましょう。自分を見つめ直し、進路について書くことが、進

路を真剣に考えるきっかけとなります。志望する進学先が未定であっても、現時

点での内容を仮に書いてみましょう。 

レポート内容  全 2 回  

① 進学の動向を知る 志望理由ノートの書き方（4～17ｐ）  

② 志望理由ノートの書き方（22～35ｐ） 

評価の方法  ○スクーリングの参加  

○試験  

○年間 2 回のレポート提出とネット授業 2 回の感想記入  

○マイプロの提出  

※上記要件をすべて満たす必要があります  

※マイプロはルーブリックを基に評価します 

 

 



科目目標シート 

教科  科目  単位数  対象学年  レポート  ネット授業  対面授業  試験 

学校設定  キャリア探求 D 2  ３  2  2  1  1 

教科の目標  現在及び将来の生活や学習と自己実現のつながりについての考えを深める。 自

分の在り方、生き方や進路に関する適切な情報を収集・整理し、自己の個 性や

興味、関心と照らして考える力を養う。 

科目の目標  ビジネスマナーや社会人に大切なことについて知ることができる。 具体的に雇

用の特長や形態について知識を深めることができる。 日本の雇用の特長や形態

を知ることによって、自分にあった卒業後の進路を考えることができる。 

教員から  

マイプロ作成に向 

けてアドバイス 

【調べ学習（テーマ学習）について】  

キャリア探求 D では、「社会の中における自分・就職」に関連したテーマ を設定

しましょう。  

例えば、先輩や友人のアルバイト体験談や自分の経験などから、コミュニケーショ

ンの取り方で失敗した話や上手くいった話を聞いてまとめてみたり、ビジネスマナ

ーの中で大切だと感じたことを書きだしてみたりしてみましょう。参考文献を使っ

てまとめてみましょう。  

求人票などを実際見て、よく理解できないところを調べたり、雇用の契約につい

てのわからない言葉について調べてみたりしてもいいですね。  

【ワークブックについて】  

「企業活動の基礎・雇用、ビジネスとコミュニケーション」について、クラスルーム

にアップされているワークシートに取り組みましょう。メディア視聴の内容と重なる

内容が多いので、メディア視聴用の資料を見ながら進めて下さい。わからないと

ころはインターネットなどで調べてもいいです。実際に文章を書いてみる練習は、

進路について考えるきっかけとなります。 

レポート内容 全 2 回  

➀雇用の意義や形態、日本の雇用の特長、そして雇用にともなう企業の責任 に

ついて学ぶ。保険のしくみと種類について知る。  

②コミュニケーションを手段や対象などによって分類し、正確に内容を伝えようと

する誠意のある話し方と話す人の立場にたった好意的な聞き方について学ぶ。 

評価の方法 ○スクーリングの参加  

○試験  

○年間 2 回のレポート提出とネット授業 2 回の感想記入  

○マイプロの提出  

※上記要件をすべて満たす必要があります  

※マイプロはルーブリックを基に評価します 

 

 


	【2025年度】各科目シラバス.pdf
	バインダー1.pdf
	キャリア探求A_科目目標シート.pdf
	キャリア探求B_科目目標シート.pdf
	キャリア探求C　科目目標シート.pdf
	キャリア探求D　科目目標シート.pdf
	バインダー1.pdf
	科目目標シート(学校設定科目白山事始).pdf
	【2025】日本の技能 科目目標シート.pdf





